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●一日動物ふれあい広場・相馬野馬追…１面
●１８年度の決算報告、財政白書「ざいせい２００７」…２・３面
●新しいごみ・資源の分け方・出し方説明会…４面
●なかま集まれ…６・７面

ウサギやモルモット、ヒヨコ
など３０種約１８０頭の動物たち
と触れ合えます。テレビや絵
本で見なれた動物でも、実際
に触れる機会は案外少ないも
の。この機会に動物との共生
について、考えてみてはいか
がでしょう。また、ポニー乗
馬体験もあります。

開演正午
オープニング「相馬野馬追太鼓」午後０時１５分
「相馬流れ山」斉唱　　０時３０分
騎馬行列　　０時４５分
相馬民謡披露①　　１時１０分
甲冑競馬デモンストレーション　　１時２５分
相馬民謡披露②　　１時５０分
神旗争奪戦デモンストレーション　　２時５分
エンディング「相馬野馬追太鼓」　　２時３０分
騎馬武者退場　　２時４５分
終演　　３時００分

※プログラムは状況により変更する場合があります。

区と災害時相互援助協定を締結している福島県南相馬市の
国指定重要無形民俗文化財「相馬野馬追」の特別公演を開
催します。
「相馬野馬追」は、相馬氏の始祖、平将門が軍事訓練をし
たのが起こりと伝えられ、騎馬武者が勇壮な戦国絵巻を繰
り広げます。

１１月３日㈷

一日動物ふれあい広場
　午前１０時〜正午（雨天中止）　午後１時〜３時
相馬野馬追
　正午〜午後３時（雨天実施）
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一部閉鎖：１０月２９日㈪〜１１月１日㈭
閉　　鎖：１１月２日㈮・４日㈰
※試行ドッグランは、１１月３日㈷の
み閉鎖します。

■ＪＲ中央線　荻窪駅から
　煙北口３番バス乗り場
　　関東バス「プロムナード荻窪」行き
　　「プロムナード荻窪」下車 徒歩２分
　煙０、１番乗り場
　　「荻窪警察署前」下車 徒歩５分
■西武新宿線　上井草駅から
　煙西武バス阿佐ケ谷、荻窪方面乗り場　　
　　「荻窪総合病院前」下車 徒歩２分

駐車場はありません。
自転車での来場は可能です。

危険ですので、広場へ動物を連れ込
まないでください。

１時２５分　 甲  冑 競馬デモンストレーション
かっ ちゅう

　白鉢巻を締めた１０騎の若武者が、人馬一体
となり風をきって走ります。

２時５分　 神  旗 争奪戦デモンストレーション
しん き

　舞い上がった旗を目指して騎馬武者たち
が、鞭を振りかざして勇壮果敢に奪い合いま
す。

正午〜午後３時
◇南相馬市観光物産展
　採れたての新鮮野菜と農産加工品・民芸品
などの物産展を特設コーナーで開催します
（マイバッグを持参してください）。
◇鎧兜で写真撮影
　猿鎧兜（よろいかぶと）をまとい、武者姿
で撮影ができます。

　　 中学生・高校生 １５名（先着順）
　猿鎧兜と並んで記念写真を撮ることができ
ます。カメラは持参してください。

対 定

０時４５分　騎馬行列
　甲冑をまとった騎馬武者が先祖伝来の旗差
物を風になびかせ、威風堂々たる行列を繰り
広げます。

「相馬野馬追」その他の催し
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【場所】桃井原っぱ広場
　　　（桃井３−８）※下図参照
【費用】無料
【申し込み】当日、直接会場へ
【問い合わせ】みどり公園課管理係

桃井原っぱ広場

桃井原っぱ広場への行き方

「

」
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（万円未満は切り捨て）〈実施計画事業総括表（１８年度事業実施分）〉
決算額予算現額計画額事業数目　　　標

５２億６９１４万円５９億７４２３万円６３億７８００万円４４①水辺をよみがえらせ
　みどりのまちをつくろう

５９億８７７７万円６４億５０７１万円５９億１５００万円５５②やさしさを忘れず
　共に生きるまちをつくろう

８４６７万円２億１５４万円１億７８００万円７③みどりの産業で
　元気のでる都市をつくろう

４０億６４０３万円４９億８４３０万円３６億６３００万円３８④未来を拓く人をつくろう
８億７６２万円８億６８８９万円４億３０００万円１０⑤ビジョンの実現に向けて

１６２億１３２４万円１８４億７９６９万円１６５億６４００万円１５４合　計
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【一般会計歳出内訳の主な内容】
保健福祉費＝高齢者の福祉、皆さんの健康維持・増進を
はかるために／職員費＝職員の給与などに／総務費＝
防災、広報の発行、電子計算組織の運営などに／教育費
＝学校教育、社会教育、社会体育に／都市整備費＝まち
づくり、緑化、公園や道路の建設・管理、河川や自転車
駐車場整備などに／公債費＝区債の元利償還や起債の
ために／環境清掃費＝環境、清掃、リサイクルに／生活
経済費＝区民施設の管理運営、戸籍事務、消費者行政・
商工業の振興などに／議会費＝議会運営などに

〈１８年度決算〉

歳　　出歳　　入

１４１９億９７６５万４２８２円１５１４億４１１１万８２１６円一般会計

４５８億７６９１万３４５９円４７７億５０５７万６５０９円国民健康保険事業会計特
別
会
計

３８７億８６８８万８６５４円３８７億９３９４万８０５０円老人保健医療会計

２４７億８９５２万５７３２円２５６億８４３１万１８３９円介護保険事業会計

２５１４億５０９８万２１２７円２６３６億６９９５万４６１４円合　計
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区の仕事の詳細は
冊子「平成１８年度 主要施策
の成果」をご覧ください

　区政資料室（区役所西棟２階）
や図書館、区民事務所、区ホーム
ページでご覧になれます。
　区政資料室では、１冊１００円で
販売しています。

区民の皆さんに区の財政がおかれている現状と課題をお知らせし、区の財政の健全化に向けてとも
に考えていただくため、財政白書「ざいせい２００７」を作成しました。 ――問い合わせは財政課へ。

〈表３　行政コスト計算書〉
１８年４月１日～１９年３月３１日（単位：百万円）

構成比コスト回収
（収入）コスト項　　　目

４８．８％
１７．０％
１１．２％
１０．２％
２．９％
４．１％
１．８％
１．８％
０．７％
０．６％
０．０％
０．３％
０．０％
０．０％
０．６％

１０７，５０９
３７，３８０
２４，７５９
２２，５７１
６，４３２
９，０９０
３，９７４
４，００６
１，４３９
１，３１１

０
５４８
０
０

１，３２９

保険給付費等
人件費
物件費
扶助費
補助費等
普通建設事業費
減価償却費
退職給与引当金繰入
公債費(利子）
維持補修費
災害復旧事業費
ＰＦＩ費用
普通財産（土地）評価減
公社清算損
歳入不納欠損

１００．０％２２０，３４８行政コスト計
２．０％
２３．２％
５９．６％
１５．２％

４，６３９
５４，８７４
１４１，１３１
３６，１０７

手数料・使用料等
国庫支出金・都負担金
税収・交付金
その他収益

１００．０％２３６，７５１収入計
１６，４０３当期剰余金
５００，８４９

１
５１７，２５３

前期正味資産
他団体・民間出資の受入額
当期正味資産

〈表１　バランスシート（貸借対照表）〉
１９年３月３１日現在（単位：百万円）

貸　　　方借　　　方
負債の部資産の部

１４，０５５流動負債５１，８２３流動資産

１３，７２１１年以内償還予
定地方債１２，３８５現金および預金

３３４その他２１，９２８財政調整基金
７９，７７９固定負債１７，５１０その他
３８，０８４地方債５２９，８４１有形固定資産

３８，６３９退職給与引当金３８２，５６２土地

３，０５６その他８８，６７６建物
９３，８３４負債合計５５，４２４道路・橋梁

５１７，２５３正味資産
３，１７９その他

１無形固定資産
２９，４２２投資その他の資産

６１１，０８７負債・正味資産合計６１１，０８７資産合計

〈表２　キャッシュフロー計算書〉
１８年４月１日～１９年３月３１日（単位：百万円）

 英　行政活動によるキャッシュフロー
２４１，０２７（税収､交付金、国庫・都支出金、保険料、使用

料・手数料など）
収入

２０３，９１２（人件費、物件費、扶助費、医療諸費、拠出金、
補助費など）

支出

３７，１１５行政活動によるキャッシュフロー
 衛　投資活動によるキャッシュフロー

２，５０４（投資にかかる国庫・都支出金、貸付金回収）収入

２８，６５３（有形固定資産取得費、貸付金など）支出
△２６，１４９投資活動によるキャッシュフロー

 詠　財務活動によるキャッシュフロー
３７７（地方債発行など）収入
８，３６７（地方債償還・利息の支払など）支出

  △７，９９０ 財務活動によるキャッシュフロー
２，９７６現金および現金同等物の増加鋭

３連結対象法人追加に伴う現金及び現金同等物増加額液
９，４０６現金および現金同等物の繰越残高疫
１２，３８５現金および現金同等物の年度末残高益
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冊子「ざいせい２００７」を
ご覧ください

　区政資料室（区役所西棟２階）や図
書館、区民事務所・分室、駅前事務所、
区ホームページでご覧になれます。
　区政資料室では、１冊１００円で販売
しています。

１８年度は、基本計画の最終年次である２２年度
を視野に入れ、区のめざすべき姿を明らかに
し改定された「すぎなみ五つ星プラン・杉並
区基本計画・実施計画（１７〜２２年度）」の２年
目にあたり、積極的に計画の実現に努めまし
た。５つの目標ごとの主な内容をお知らせし
ます。　　　　害害問い合わせは、財政課へ。

④ 未  来 を 拓 く人をつくろう
あ す ひら

◇魅力ある学校づくり…２億４３２３万円
　エコスクール化の推進、教員の区独自任用準備、小中
一貫教育のモデル実施、特別支援教育の推進、学校評
価の充実、小学校スクールカウンセラーの配置拡充な
ど
◇地域教育改革の推進…７６２万円
　地域に開かれ、地域に支えられる学校を目指し、学校
支援本部の設立、地域運営学校の推進など
◇図書館サービスの充実…４億８７５５万円
　新図書館システムの再構築、（仮称）西荻地域図書館の建設、「杉並区子ど
も読書活動推進計画」の改定など
◇地域人材育成・協働システムの構築…７３１７万円
　すぎなみ地域大学の開校、すぎなみＮＰＯ支援センターの開設、すぎなみ
学倶楽部（杉並の魅力を発信するウェブサイト）の本格稼動など
◇区民の文化芸術活動の育成・振興…５億８５５８万円
　杉並公会堂のオープン、すぎなみ文化芸術活動助成基金の創設など

⑤ビジョンの実現に向けて
◇駅前事務所の整備…１億１９２５万円
　２４時間３６５日の区役所サービスの充実に
向けた高井戸駅前事務所、西荻窪駅前事
務所の開設など

◇杉並行政サービス民間事業化提案制度の
創設…２４５万円

　区の全事務事業を対象にした杉並行政
サービス民間事業化提案制度によるモデ
ル事業の公募・選定など

◇地域経済活性化の推進…２億８１９２万円
　新・千客万来・アクティブ商店街事業の実施、街
の駅事業の新設、商店街装飾灯建設助成の実施、
商店街防犯カメラ設置助成の実施など
◇アニメの 杜 すぎなみ構想…９１８９万円

もり

　アニメーションフェスティバルの開催、アニメ匠
塾の実施、杉並アニメーションミュージアム運営
など

③みどりの産業で
　元気のでる都市をつくろう

◇多様な保育ニーズへの対応…２５億２８８３万円
　児童定員の見直しや延長保育実施園の拡大、認証
保育所の新設、認証保育所・グループ保育室の入
所保護者への補助制度の開始など
◇「杉並ウエストサイズ物語」の展開…２２６２万円
　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に
焦点をあてた生活習慣病予防普及啓発や腹囲減少
挑戦者支援事業の実施など
◇予防重視型システムの構築…４億４１７３万円
　介護保険制度改正に伴う地域包括支援センターの
設置、介護予防普及啓発・介護予防事業の実施な
ど
◇障害者自立支援法の本格施行…１６億１４９１万円
　障害者が地域で安心して暮らせる社会を実現する
ための自立支援給付の支給、地域生活支援事業の
実施、利用者負担の一部助成など
◇杉並区成年後見センターの開設…１３２１万円
　あんさんぶる荻窪内に杉並区成年後見センターの
開設、区民の権利擁護と利用者支援の仕組みの整
備など

②やさしさを忘れず
　共に生きるまちをつくろう

◇駅周辺の整備…５億３９５２万円
　下井草駅周辺整備の完了・供用開始、西永福駅周
辺整備工事の開始など

◇都市型水害対策…３億２４０９万円
　水防情報システムの改修、河川監視カメラの設
置、洪水ハザードマップを掲載した「水防の手引
き」の配布、雨水流出抑制対策の推進など

◇公園の整備…２４億３１０８万円
　天沼弁天池公園の造成工事、（仮称）桃井中央公園
および銀杏稲荷公園の用地取得など

◇自転車利用総合対策…８億６１１４万円
　高井戸東自転車駐車場の新設、下井草北第二自転
車駐車場、荻窪南第一自転車駐車場の増設など

◇資源の分別促進…２億６８１２万円
　プラスチック製容器包装集積所回収地区の拡大、
ペットボトル集積所回収モデル事業の拡大など

◇レジ袋削減対策の推進…２３２９万円
　レジ袋有料化実証実験の実施、レジ袋削減の啓
発、マイバッグ等持参状況調査の実施など

①水辺をよみがえらせ
　みどりのまちをつくろう

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計

は
、
歳
入
が
二
六
三
六
億
六
九
九
五

万
四
六
一
四
円
（
前
年
度
比
６
・
３

％
増
）、
歳
出
が
二
五
一
四
億
五
〇

九
八
万
二
一
二
七
円（
前
年
度
比
５
・

０
％
増
）
で
し
た
。

※
冊
子
「
平
成　

年
度
杉
並
区
各
会

１８

計
歳
入
歳
出
決
算
書
」、「
平
成　
１８

年
度
杉
並
区
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
説
明
書
」は
、
区
政
資
料
室（
区

役
所
西
棟
二
階
）、
図
書
館
、
区
民

事
務
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
区

政
資
料
室
で
は
、
各
一
〇
〇
〇
円

で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
 

会
計
課

問

歳　
　

出

歳　
　

入

年
度
の
決
算
報

　

年
度
の
決
算
報
告告

１８１８

次のような仕事をしまし次のような仕事をしましたた１８年度 区１８年度　区はは

お
知
ら
せ
し
ま
す

た
（
表
３
）。

※
財
務
諸
表
は
、
区
の
普
通
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
区
が
設
立
・
出

資
し
て
い
る
財
団
法
人
等
の
会
計

を
連
結
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

事
業
別
コ
ス
ト
計
算
書

　

事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で

は
、
事
業
ご
と
に
行
政
コ
ス
ト
（
事

業
に
か
か
る
経
費
）
や
差
引
行
政
コ

ス
ト
（
行
政
コ
ス
ト
か
ら
使
用
料
等

受
益
者
負
担
な
ど
の
収
入
を
除
い
た

額
）
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
前
年
度
か
ら
継
続
の
二

事
業
（
有
料
制
自
転
車
駐
車
場
運
営

事
業
、
ご
み
処
理
事
業
）
に
加
え
、

新
規
の
四
事
業
（
庁
舎
維
持
管
理
事

業
、
産
業
商
工
会
館
運
営
・
維
持
管

理
事
業
、
保
育
園
運
営
事
業
、
科
学

館
運
営
・
維
持
管
理
事
業
）
に
つ
い

て
作
成
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析

　

民
間
的
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

コ
ス
ト
計
算
の
手
法
と
し
て
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
（
活
動
基
準
原
価
計
算
）
分
析 

を
、
二
事
業
（
区
民
課
窓
口
業
務
、

土
木
管
理
課
窓
口
業
務
）
で
行
い
ま

し
た
。

健
全
財
政
へ
の
展
望

　

簡
素
で
効
率
的
な
区
役
所
の
実
現

に
む
け
た
区
の
財
政
健
全
化
へ
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後

の
財
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

　

年
度
の
財
政
状
況

１８①　

年
度
は
特
別
区
税
の
増
や
人
件

１８
費
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
経
常
収
支

比
率
は　

・
３
％
（
前
年
比
５
・
７

７２

ポ
イ
ン
ト
減
）、
公
債
費
比
率
は
６
・

０
％
（
前
年
比
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
）

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
改
善
さ
れ
ま
し

た
。

②
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度

を
は
か
る
指
標
と
し
て
、　

年
度
決

１７

算
か
ら
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
区
の
実
質
公
債
費

比
率
は
、
６
・
３
％
（
前
年
比
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

③
将
来
の
債
務
を
で
き
る
限
り
減
ら

し
て
、
財
政
の
健
全
化
と
弾
力
性
の

確
保
を
は
か
る
た
め
、　

年
度
は
区

１８

債
の
発
行
を
取
り
止
め
、
区
債
残
高

の
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
区
債
残
高
は
五
一
八
億
円

と
な
り
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た　

年
度

１２

に
比
べ
て
約
五
割
弱（
四
二
四
億
円
）

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
）。

④
資
産
と
負
債
の
ス
ト
ッ
ク
の
状
態

を
見
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対

照
表
）
で
は
、
返
済
を
要
し
な
い
正

味
資
産
は
一
六
四
億
円
増
え
て
五
一

七
三
億
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

⑤
一
年
間
の
資
金
の
流
れ
を
見
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
で
は
、

　

年
度
末
の
現
金
お
よ
び
現
金
同
等

１８物
残
高
が
、
前
年
度
よ
り
三
〇
億
円

増
加
し
一
二
四
億
円
と
な
り
ま
し
た

（
表
２
）。

⑥
一
年
間
の
行
政
コ
ス
ト
（
事
業
に

か
か
る
経
費
）
と
コ
ス
ト
の
回
収
の

状
況
を
見
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で

は
、
行
政
コ
ス
ト
総
額
二
二
〇
三
億

円
に
対
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
く
税
や
手
数
料
な
ど
を
含
め

二
三
六
七
億
円
の
収
入
が
あ
り
、
剰

余
金
は
、
一
六
四
億
円
と
な
り
ま
し

財政白財政白書書「「ざいせざいせいい２００２００７７」」

経常収支比経常収支比率率が５が５．．７ポイ７ポインントト改善改善
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安

案

按

闇
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暗
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暗
暗
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声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららら

区民の皆さんからいただいた声と、それ
に対する区からの回答の一部を掲載しま
す（３カ月に１度掲載予定）。今回は、
７月以降にいただいた声を中心にご紹介
します。

害害問い合わせは、区政相談課へ。

　

ど
な
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
野
良
猫
に
餌
を 
撒 
き
に
来
ら
れ
、
不
衛
生
で 
糞 
尿
に
も

ま 

ふ
ん

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
限
っ
て
禁
止
条
例
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
条
例
が
あ

れ
ば
注
意
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
消
臭
の
た
め
に
撒
く
ク
レ
ゾ
ー
ル
で
、
い
が
み
合
い

も
お
き
て
い
ま
す
。
社
会
問
題
と
し
て
捉
え
、
解
決
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

杉
並
区
に
限
ら
ず
、
近
年
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
問
題

が
多
く
な
り
、
そ
の
内
容
も
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
内
外
で

の
糞
尿
被
害
も
そ
の
一
つ
で
、
周

辺
環
境
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
餌
や

り
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
猫
に
餌
を
与
え
て
は
い
け

な
い
と
い
う
法
的
な
規
制
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
犬
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」

に
よ
り
、
都
が
捕
獲
な
ど
を
し
ま

す
が
、猫
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
飼
い
主
の
い
な
い
不

幸
な
猫
を
減
ら
し
、
猫
の
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
不
妊
去
勢
・

清
掃
・
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
適
正

な
管
理
を
行
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

区
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
「
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
増
や
さ
な
い
活
動
支
援
事

業
」
を　

年
度
か
ら
開
始
し
て
い

１６

ま
す
。

　

今
後
は
、「
杉
並
区
動
物
共
生
具

体
化
検
討
委
員
会
」
の
策
定
し
た

「
杉
並
区
動
物
と
の
共
生
プ
ラ
ン

へ
の
提
言
」
に
基
づ
き
、
ま
ず
、

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の
共

生
・
杉
並
ル
ー
ル
」、「
杉
並
区
動

物
適
正
飼
養
普
及
員
制
度
」
な
ど

を
開
始
し
、
餌
や
り
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
そ
の
後
、
施
策
効
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
条
例
化
の
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、猫
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

猫
に
と
っ
て
そ
の
場
所
を
、
居
心

地
の
悪
い
状
況
に
変
え
る
こ
と

も
、
対
策
の
一
つ
で
す
。
市
販
の

忌
避
剤
や
、
そ
の
代
替
品
の
多
く

は
、
そ
の
場
を
猫
が
い
や
が
る
環

境
に
変
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
効
果
を
持
続
さ

せ
る
た
め
、
継
続
的
に
使
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
代
替
品
に

は
、手
に
入
り
や
す
い
物
と
し
て
、

①
酢
に
含
ま
れ
る
酢
酸
、
②
園
芸

用
に
使
わ
れ
る
木
酢
液
、
③
漂
白

剤
に
含
ま
れ
る
塩
素
剤
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ク
レ
ゾ
ー
ル
は
、
周
辺

の
方
々
が
そ
の
臭
い
を
不
快
に
感

じ
る
こ
と
が
多
く
、
使
用
す
る
際

は
注
意
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
も
、
猫
は
個
体
差
が
大
き

く
、
効
果
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

区
で
は
、
今
後
も
動
物
施
策
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

野良猫へ
の 餌 やり

えさ

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
レ
ジ
袋
は

石
油
生
成
物
で
、
そ
れ
自
体
環
境

に
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
く

と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
努

力
が
あ
れ
ば
、
大
き
く
そ
の
使
用

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
代
替

性
の
高
い
品
物
で
す
。

　

し
か
し
、
区
内
で
は
一
年
間
に

約
一
億
二
〇
〇
〇
万
枚
の
レ
ジ
袋

が
使
わ
れ
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年

間
利
用
枚
数
に
す
る
と
、
平
均
五

〇
〇
枚
程
度
使
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
実
際
に
杉
並
中
継
所

の
搬
入
物
の
内
容
を
調
査
す
る

と
、
ご
み
袋
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
レ
ジ
袋
は
三
割
程
度
で
、
約

七
割
は
単
な
る
「
ご
み
」
と
し
て

そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
の
目
的
は
、
環
境

に
負
荷
を
与
え
る
一
つ
の
象
徴
と

し
て
の
レ
ジ
袋
の
削
減
を
進
め
、

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

最
終
的
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
有
料
化
は
、
レ
ジ
袋
削
減

の
た
め
の
手
法
の
一
つ
で
す
。

　

杉
並
区
で
は
、　

年
の
「
す
ぎ

１４

な
み
環
境
目
的
税
条
例
」
制
定
以

来
、
レ
ジ
袋
削
減
を 
広  
汎 
な
区
民

こ
う 
は
ん

運
動
と
し
て
取
り
組
む
一
方
で
、

欧
州
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
制
度
の
調

査
な
ど
を
通
じ
て
、
代
替
的
な
方

策
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
、　

年
１
月

１９

　

日
〜
３
月　

日
の
間
、
レ
ジ
袋

１５

３１

の
有
料
化
実
証
実
験
を
行
っ
た
区

内
の
店
舗
で
は
、
当
初　

％
程
度

３０

だ
っ
た
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
が　
８０

％
を
超
え
る
な
ど
、
大
き
な
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
有
料
化
に
踏
み
切
る
事

業
者
が
相
次
い
で
お
り
、
全
国
各

地
で
も
有
料
化
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
条

例
で
は
、
レ
ジ
袋
有
料
化
の
取
り

組
み
を
主
に
と
ら
え
て
、
レ
ジ
袋

削
減
を
推
進
し
、
環
境
先
進
都
市

を
実
現
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

今
回
の
条
例
検
討
会
の
議
事
録

や
最
終
報
告
書
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
区
政
資
料
」
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、　

月
〜　

月

１０

１１

に
か
け
て
の
区
民
等
の
意
見
提
出

手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

と
同
時
に
区
民
説
明
会
を
行
い
、

そ
こ
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
条

例
案
を
固
め
、
来
年
２
月
の
区
議

会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

私
の
家
で
は
、
レ
ジ
袋
を
生
ご
み
を
捨
て
る
袋
と

し
て
使
っ
て
い
ま
す
。　

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
「
レ
ジ
袋
削
減
条

例
案
」
を
出
す
の
な
ら
、
レ
ジ
袋
に
代
わ
る
生
ご
み

用
の
袋
が
で
き
て
か
ら
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

条
例
案
の
検
討
に
関
し
て
、そ
の
過
程
や
考
え
方
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
を
知
り
た
い
で
す
。

レジ袋削減条例案

区民の皆さんからは、ご
意見・ご要望以外に「励
ましの声」もいただいて
います。その一例をご紹
介します。

◇
素
早
い
対
応
に
感
謝

　

私
の
家
に
接
し
た
道
路
の
Ｌ

字
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
破
損
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
雑
草
が
次
々

と
生
え
て
き
て
、
見
ら
れ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

緯
＃
８
８
０
０
（
区
役
所
い

つ
で
も
電
話

サ
ー
ビ
ス
）

か
ら
担
当
課

を
紹
介
さ
れ

相
談
し
た
と

こ
ろ
、
翌
日

に
現
場
確
認

が
、そ
の
翌
日
に
補
修
と
な
り
、

こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
素
早
く
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
と
は
、
感
動
す
ら
覚
え
ま

し
た
。

◇
放
置
自
転
車
の
撤
去

　

放
置
自
転
車
を
撤
去
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
目
が
不
自
由
な
の

で
、
放
置
自
転
車
が
多
い
と
通

り
抜
け
る
の
に
難
儀
し
て
い
ま

し
た
。
撤
去
し
て
い
た
だ
い
た

後
は
、
安
心
し
て
外
出
が
で
き

て
い
ま
す
。

◇
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

約
二
年
、
杉
並
区
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
駅
前
の
区
民
事

務
所
で
の
休
日
受
付
な
ど
、
非

常
に
助
か
り
ま
し
た
。
一
人
暮

ら
し
の
者
に
と
っ
て
は
、
届
出

一
つ
で
も
、
仕
事
を
半
日
休
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

励ましの声

「新しいごみ・資源の分け方・出し方説明会「新しいごみ・資源の分け方・出し方説明会」」を開催しますを開催します
出し方説明会（１１月・１２月）〉
会場の説明会に、どうぞご参加ください。

日　時場　所
１１月１４日㈬午後７時和田区民集会所

（和田２崖３１崖２１） １２月６日㈭午後３時
１１月１５日㈭午後７時阿佐谷地域区民センター

（阿佐谷南１崖４７崖１７） １１月１９日㈪午後２時
１１月１６日㈮午後３時セシオン杉並

（梅里１崖２２崖３２） １２月１０日㈪午後７時
１１月２０日㈫午後７時高円寺北区民集会所

（高円寺北３崖２５崖９） １２月１２日㈬午後３時

１１月２２日㈭午後３時浜田山会館
（浜田山１崖３６崖３）

１１月２７日㈫午後２時久我山会館
（久我山３崖２３崖２０）

１１月２９日㈭午後２時西荻南区民集会所
（西荻南３崖５崖２３）

１１月３０日㈮午後２時高井戸地域区民センター
（高井戸東３崖７崖５） １２月７日㈮午後７時１２月１４日㈮午後７時

１２月３日㈪午後２時成田会議室
（成田西３崖７崖４） １２月５日㈬午後７時

１２月１１日㈫午後７時荻窪地域区民センター
（荻窪２崖３４崖２０） １２月１３日㈭午後２時

〈新しいごみ・資源の分け方・
※各日同内容で１時間３０分程度。お近くの

日　時場　所
１１月２日㈮午後２時井草地域区民センター

（下井草５崖７崖２２） １１月５日㈪午後７時
１１月２日㈮午後３時方南会館

（和泉４崖４２崖５） １１月２８日㈬午後７時
１１月６日㈫午後７時下高井戸区民集会所

（下高井戸３崖２６崖１） １１月２６日㈪午後３時
１１月７日㈬午後２時

西荻地域区民センター
〈勤労福祉会館〉
（桃井４崖３崖２）

１１月７日㈬午後７時
１１月９日㈮午後２時
１１月９日㈮午後７時
１１月８日㈭午後３時和田堀会館

（堀ノ内２崖２２崖３） １２月４日㈫午後７時
１１月１２日㈪午後７時清沓中通会議室

（清水２崖１７崖１１） １１月２２日㈭午後２時
１１月１３日㈫午後２時本天沼区民集会所

（本天沼２崖１２崖１０） １１月２１日㈬午後７時
１１月１４日㈬午後２時馬橋会議室

（高円寺南３崖３１崖３） １１月２０日㈫午後７時

　区では２０年４月から、プラ
スチック製の容器包装とペッ
トボトルを区内全域で資源物
として回収します。また、併
せて資源化できないプラスチ

ック製品とゴム・皮革類を可
燃ごみとして収集・焼却し、
熱エネルギーを回収して、ご
みの最終処分場の延命化と、
資源の有効活用をさらに進め
ていきます（既に実施してい
る地域もあります）。
※４月以降に、収集曜日・時
間帯が変更になる場合があ
ります。

　 清掃管理課清掃計画係問

２０年４月
からの
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総
合
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
域
・
防
災
関
係
機
関
・
区
が
連

携
し
、
防
災
活
動
の
習
熟
と
相
互
協

力
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
や
医
療

救
護
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
ペ
ッ

ト
対
応
訓
練
な
ど
具
体
的
・
実
践
的

な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
関
係
機
関
訓
練
の
ほ
か
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
起
震
車
体
験
・

煙
体
験
・
消
火
訓
練
な
ど
の
各
種
訓

練
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

当
日
の
午
前　

時　

分
ご
ろ
、
馬

１１

３０

橋
公
園
で
訓
練
の
一
環
と
し
て
消
防

署
（
救
急
車
、
東
京
消
防
庁
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）、
警
察
署
、
地
域
住
民
に
よ

る
救
護
・
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
す
。

公
園
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に

は
、
騒
音
な
ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
 
　

月
４
日
㈰
午
前　

時 

馬
橋

１１

１０

公
園
（
高
円
寺
北
４
們　

們
５
）、
馬

３５

橋
小
学
校（
高
円
寺
北
４
們　

們
５
）

２８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

防
災
課

捌
ゆ
う
ゆ
う
今
川
館 

使
用
団
体
登
録
受
付
説
明
会

　
　

月
中
旬
に
開
館
す
る
「
ゆ
う
ゆ

１２
う
今
川
館
」
の
団
体
利
用
に
関
す
る

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月
６
日
㈫
午
前　

時 

上
井

１１

１０

草
会
議
室
（
今
川
４
們
８
們　

） 
２２

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
五
名
以

６０

上
で
構
成
す
る
団
体 

当
日
、
直
接

会
場
へ
（
一
団
体
二
名
以
内
） 

高

齢
者
施
策
課
施
設
担
当

「
わ
が
ま
ち
の
警
察
官
」
が

決
定
し
ま
し
た

　

区
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
道
に
警
察

活
動
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
熱
心
に
活
躍
し
て

い
る
警
察
官
を
、
区
民
か
ら
の
推
薦

で
「
わ
が
ま
ち
の
警
察
官
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
表
彰
さ

れ
た
警
察
官
は
次
の
方
で
、　

月
６

１０

時

場

申

問

時

場

対

申

問

威

慰

惟

易
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意
意

６５歳になられる方６５歳になられる方へへ
国民年金のお知らせ

　２０歳〜６０歳の間に加入したことのある年
金が国民年金だけで、第１号被保険者期間の
みの方の老齢基礎年金の受給には、区役所で
手続きが必要です。
　受け付けは誕生日の前日からです。
【必要書類】
①国民年金手帳
②年金受け取り希望先の金融機関の通帳
③印鑑（本人が自署する場合は不要です）
◆国民年金の第３号被保険者期間のある方、
厚生年金や共済年金に加入したことのある
方は杉並社会保険事務所（高円寺南２崖５４崖
９☎３３１２崖１５１１）へお問い合わせください。

※第１号被保険者→自営業、学生など／第３
　号被保険者→厚生年金・各種共済年金加入
　者に扶養されている配偶者

▲倒壊家屋からの救出
（昨年の訓練の様子）

　区は、「飼い主のいない猫」を、近隣の方の
理解を得てトラブルを起こさず適正に管理し
ているグループなどが、不妊・去勢手術を行
う場合、その費用を区が負担する事業を、獣
医師会の協力で行っています。
　今年度２回目の申請受付をします。申請期
間は１０月２２日㈪〜１１月９日㈮です。簡単な聞
き取りを行いますので、まずは生活衛生課へ
ご連絡ください。今回は追加募集で、前回の
募集よりも少ない頭数しか承認できません。
◇「飼い主のいない猫」とは？
　「飼い主のいない猫」とは、いわゆる野良
猫などと呼ばれ、特定の飼い主がいない猫の
ことですが、もともとは無責任な人間が捨て
た猫やそれらが繁殖して増えたものです。か
わいそうだからと、こうした猫に餌（えさ）
を与えるだけでは、同じような不幸な猫を増
やすだけです。まず、新しい飼い主を探すな
どしてください。それでも見つからない場合
には、これ以上、同じ境遇の猫が増えないよ
うにするという意識を持ち、近隣の方の理解
を得るため、次のことを守りましょう。

①餌は、できるだけ決めた時間に与える。食
べ残しは片付けて、周囲を清潔に保つ。自
分の敷地ではない場合は、必ず土地の管理
者の許可を得る。
②糞（ふん）・尿をした場合、その始末をする。
③不妊・去勢手術をする。
◇猫の飼い主の皆さんへ
葛屋内飼育と終生飼養
　屋外は交通事故や感染症の危険など、猫に
とって必ずしも安全な場所とはいえません。
どこでも自由に出入りできるため、思わぬ所
で迷惑をかけていることがあります。猫はで
きる限り屋内で飼養してください。
　また、一度飼い始めたら最後まで責任を持
って飼育しなければなりません。動物の遺棄
（捨て猫など）は違法行為で、罰則規定もあ
ります。
葛不妊・去勢手術を
　不妊・去勢手術を行うと、性格がおとなし
くなる、発情期の鳴き声やストレスがなくな
るなどの利点があり、屋内飼育もしやすくな
ります。

 杉並保健所生活衛生課緯３３９１崖１９９１問

日
㈯
に
セ
シ
オ
ン
杉
並
で
開
催
し
た

「
地
域
安
全
の
つ
ど
い
」
で
、
区
長

か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
 

杉
並
警
察
署
＝
西
川
英
夫
（
警

備
課
）、
福
田
悟
（
高
円
寺
駅
前
交

番
）、
三
沢
哲
朗
（
成
田
交
番
）
／
高

井
戸
警
察
署
＝
長
久
保
行
雄
（
大
宮

八
幡
駐
在
所
）、
毛
塚
芳
隆
（
防
犯

係
）、
長
野
和
彦
（
防
犯
係
）
／
荻
窪

警
察
署
＝
小
野
草
平
（
防
犯
係
）、
望

月
強　
（
下
井
草
駅
前
交
番
）、
高
橋

由
明
（
警
務
課
）、
木
村
孝
司
（
神
明

駐
在
所
） 

危
機
管
理
対
策
課
地
域

安
全
担
当

杉
並
中
継
所 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

　
　

年
度
は
四
回
調
査
を
予
定
し
て

１９
お
り
、
今
回
は
一
回
目
（
５
月　

日
２４

㈭
）
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
調
査
の
概
要

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気
と
周

辺
四
地
点
の
大
気
環
境
調
査
お
よ
び

杉
並
中
継
所
の
排
水
調
査

◇
調
査
結
果

▽
大
気
環
境

　

杉
並
中
継
所
の
排
気
・
換
気
調
査

結
果
で
、
都
環
境
確
保
条
例
に
よ
る

規
制
基
準
の
あ
る
一
一
項
目
は
す
べ

て
基
準
値
未
満
の
濃
度
で
し
た
。

　

周
辺
四
地
点
の
調
査
結
果
で
、
環

境
基
準
の
あ
る
四
項
目
は
す
べ
て
基

準
値
未
満
の
濃
度
で
し
た
。

▽
排
水
関
係

　

排
水
は
排
水
処
理
後
、
す
べ
て
の

項
目
で
下
水
排
除
基
準
ま
た
は
悪
臭

防
止
法
の
基
準
の
範
囲
内
で
し
た
。

　

調
査
結
果
報
告
書
は
、
区
政
資
料

室（
区
役
所
西
棟
二
階
）ま
た
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題
の
健

康
相
談

　

井
草
森
公
園
周
辺
で
健
康
に
不
調

の
あ
る
方
へ
の
健
康
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
医
師
に
よ
る
問

内

問

診
と
診
察
で
す
。
希
望
者
は
、
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１

２
１
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談

日
時
を
調
整
し
、
連
絡
し
ま
す
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

厚
生
年
金
受
給
者
等
へ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
送
付

　

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る

厚
生
年
金
受
給
者
等
に
、
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
扶
養
親
族
等
申

告
書
が　

月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま

１０

す
。
公
的
年
金
等
控
除
・
基
礎
控
除
・

扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
こ
の
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
提
出
し

た
場
合
に
比
べ
て
多
く
の
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
（
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
金
の
還
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
）。

　
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７

０
倆
０
５
倆
１
１
６
５
ま
た
は
杉
並

社
会
保
険
事
務
所
緯
３
３
１
２
倆
１

５
１
１

区
役
所
地
下
駐
車
場
の
休
場

　

本
庁
舎
の
設
備
点
検
の
た
め
、　
１０

月　

日
㈰
は
休
場
し
ま
す
。

２８

　
 

経
理
課
庁
舎
管
理
係

証
明
書
自
動
交
付
機
の
臨
時
休
止

　
　

月　

日
㈰
は
区
役
所
内
の
電
気

１０

２８

設
備
点
検
の
た
め
、
区
内
に
設
置
し

て
い
る
す
べ
て
の
証
明
書
自
動
交
付

機
を
一
日
休
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

区
民
課
証
明
係

西
荻
南
区
民
集
会
所
内
施
設
の 

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
　

年
１
月
か
ら
、
西
荻
南
区
民
集

２０
会
所
の
集
会
室
兼
音
楽
室
・
遊
戯
室

の
月
〜
金
曜
日
の
利
用
時
間
は
、
午

後
７
時
〜
９
時
に
変
わ
り
ま
す
。
１

問問問問

月
利
用
分
の
抽
選
は　

月
１
日
か
ら

１１

始
ま
り
ま
す
が
、
申
し
込
み
や
ご
利

用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
 

地
域
課
地
域
施
設
係

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

　

子
育
て
の
支
援
を
し
て
欲
し
い
方

（
利
用
会
員
）
と
手
助
け
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
に
よ
る
、
子
育
て

の
相
互
援
助
を
行
う
会
員
制
の
活
動

で
す
。
会
員
登
録
後
、
子
ど
も
へ
の

接
し
方
な
ど
の
研
修
会
が
あ
り
、
保

険
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し

て
活
動
で
き
ま
す
。

　
 

保
育
園
・
学
校
施
設
へ
の
送
迎

と
そ
れ
に
伴
う
子
ど
も
の
預
か
り
、

保
護
者
の
急
用
時
の
子
ど
も
の
預
か

り
な
ど
▽
謝
礼
＝
一
時
間
八
〇
〇
円

（
早
朝
・
夜
間
一
〇
〇
〇
円
） 

心

身
と
も
に
健
康
な　

歳
以
上
の
方

２０

 

・ 

電
話
で
、
梢福

 

杉
並
区
社
会
福

祉
協
議
会
さ
さ
え
あ
い
係
緯
５
３
４

７
倆
３
１
３
１
へ

捌
す
ぎ
な
み
子
ど
も
・
子
育
て
メ

ッ
セ 

出
展
者
・
協
賛
者

　

乳
幼
児
親
子
や
、
子
育
て
を
応
援

し
て
い
る
団
体
・
企
業
な
ど
が
つ
な

が
り
あ
う
き
っ
か
け
と
し
て
、「
す
ぎ

な
み
子
ど
も
・
子
育
て
メ
ッ
セ
」
を

開
催
し
ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
あ

そ
ぼ
う
外
し
ろ
う
外
手
を
つ
な
ご
う

外
」
で
、
杉
並
子
育
て
応
援
券
が
利

用
で
き
る
催
し
も
計
画
中
で
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
出
展
者
・
協
賛

者
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動

を
多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
機
会

で
す
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

開
催
日
＝　

年
３
月　

日
㈯
午

２０

２９

前　

時
〜
午
後
４
時
▽
開
催
場
所
＝

１０
セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅
里
１
們　

們　

）

２２

３２

問内

対

申

問
内

▽
申
込
資
格
＝
子
育
て
を
応
援
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
・
企
業
な
ど

▽
出
展
内
容
＝
各
団
体
の
活
動
紹

介
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
模
擬
店
、

発
表
な
ど
（
ホ
ー
ル
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）
▽
協
賛
内
容
＝
協
賛
金
、
物

品
提
供
な
ど
▽
申
込
方
法
＝
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
団
体

名
・
担
当
者
名
・
連
絡
先
・
出
展
ま

た
は
協
賛
内
容
を
書
い
て
（
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
が
取
り
出

せ
ま
す
）、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

３０

に
子
育
て
支
援
課
管
理
係
胃
５
３
０

７
倆
０
６
８
８
死k-sien-k@

city
.su
g
in
a
m
i.lg
.jp

へ 

す
ぎ
な
み

子
ど
も
・
子
育
て
メ
ッ
セ
実
行
委
員

会
事
務
局
（
子
育
て
支
援
課
管
理
係

内
） 

出
展
の
申
し
込
み
が
多
数
の

場
合
の
調
整
や
出
展
条
件
の
詳
細

問

他

は
、
実
行
委
員
会
で
決
定
し
連
絡
し

ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
ぎ
な
み
環
境 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
委
員

　
 

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

企
画
・
立
案
・
実
施
と
広
報
▽
活
動

＝
月
二
回
程
度
の
委
員
会
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動 

区
内
在
住
で
環
境
問

題
に
関
心
が
あ
り
、
二
年
間
活
動
が

で
き
る
方 

若
干
名 

作
文
「
環
境

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
」（
八
〇

〇
字
程
度
）
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
添
え
て
、　

月　

日（
必

１１

１５

着
）
ま
で
に
N
P
O
法
人
す
ぎ
な
み

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
〒　

倆
０
０

１６７

５
１
荻
窪
５
們　

們　

あ
ん
さ
ん
ぶ

１５

１３

る
荻
窪
内
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
法
人
緯
５
３
４
７
倆
２
２
５
５

内

対
定

申

問

飼い主のいない猫を増やさない活動支援事飼い主のいない猫を増やさない活動支援事業業
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ルＫ・ミニストップなどにあります。「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

捌健康体操／自彊（じきょう）術産商会　 木曜日午
後６時３０分～８時 産業商工会館 入会金２０００円、月
２０００円 渡辺緯・胃５９３６-２１４１
捌初心者水泳／杉並フレンド　 水曜日午後１時～
３時（月４回） 高井戸温水プール 入会金１０００円、
年会費・保険２０００円、月３０００円 寺尾緯０９０-１８１５-２２６４
捌水泳教室／高泳会（女性）４種目のほか歩くコース
有　 火曜日午前９時～１１時（月４回） 高井戸温水

時
場 費

問
時

場 費
問

時 場

プール 入会金１０００円、３カ月１万２０００円 鈴木緯
３３３４-６５５８、喜入緯５９３０-６２８５
捌ジャズダンス／ケイコジャズダンスクラブ　 金
曜日の主に午前１１時～午後１時（月３回） 上井草ス
ポーツセンター 入会金１０００円、月３０００円 守分（も
りわけ）緯・胃５３７０-９３８３（午後６時以降）
捌硬式テニス／ワールドテニスクラブ　 月・火・木・
金曜日の午後（月１、２回） 主に柏の宮公園庭球場、

費 問

時
場

費 問

時
場

富士見ケ丘庭球場 月１０００円程度（ボール代は別。現
物持参） 伊藤緯・胃３４６３-７５５１
捌健康体操／自彊術西荻　 火曜日午後３時～４時
３０分 西荻地域区民センター 年３０００円、月３０００円
 山内緯・胃３３９０-８８２４
捌社交ダンス／サワディ　 土曜日午後６時３０分～
８時３０分 永福和泉地域区民センター 入会金１０００
円、月３０００円 山室緯３３０２-３３３１

費
問

時
場 費

問
時

場 費
問

「なかま集まれコーナー」に掲載を希望する方へ（掲載申込方法のご案内）
【掲載対象】
　地域で自主的に行われている生涯学習・文化・
芸術・スポーツなどの同好会活動で、広く一般区
民を対象として会員の募集を目的とする情報。
※つぎのようなものは掲載できません。
煙主な活動場所が杉並区外のもの（登山・ハイキ
ングなど活動の性質上やむをえないものを除
く）
煙活動内容が政治・宗教活動であるもの
煙営利を目的とするもの
煙講師などが主催して月謝をとる教室の生徒募集
煙掲載申し込み者と講師が同じもの
煙団体の事業、社会貢献・ボランティア活動、Ｎ
ＰＯの活動（これらは同好会ではありませんの
で、「なかま集まれ」の趣旨とは異なるため）
煙多額の費用を必要とするもの（掲載申し込みの
受付時に、確認をさせていただく場合がありま

す）
煙売名行為と考えられるもの
煙特定の個人または団体を 誹  謗 ・中傷するもの

ひ ぼ う

煙その他公序良俗に反することなど、区が不適当
と判断したもの 

【申込方法】
　所定の申込書に記入の上、郵送またはファクス
でお申し込みください。申込書は、社会教育セン
ター（梅里１‐２２‐３２）、広報課（区役所東棟５階）
にあります。また、区ホームページからも取り出
せます。
　なお、掲載内容が「スポーツ（ダンス・健康的
運動を含む）」の場合と、「生涯学習・文化・芸術・
その他」の場合とでは申し込み先が異なりますの
でご注意ください（右記参照）。
【掲載時期】
　申し込みの先着順に掲載しますので、掲載時期

の指定はできません。また、掲載は原則として暦
年（１月～１２月までの間）１回とします。
【その他】
　掲載した内容は、区ホームページ上で、「広報す
ぎなみ」インターネット版や生涯学習情報として転
載されますので、ご了解の上お申し込みください。

「生涯学習・芸術・文化・その他「生涯学習・芸術・文化・その他」」
…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里里
１‐２２‐３２１‐２２‐３２緯緯３３１７‐６６２３３１７‐６６２１１胃胃３３１７‐６６２３３１７‐６６２００））
「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」」
…社会教育スポーツ課社会体育係（住所…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・・
電話は区役所あて電話は区役所あて・・胃胃５３０７‐０６９５３０７‐０６９３３））

【掲載の申込み・問合せ】

協
賛
イ
ベ
ン
ト

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ぎ
な
み
栄
養
と
食
の
会

①
し
ん
せ
ん
・
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健康都市杉並ファロ２００７
「健康都市杉並ファロ」は、子どもから大人まで、だれもがいきい
きと生活するために、健康づくりの輪を広げる取り組みです（「フ
ァロ」はイタリア語で「かがり火」の意味）。
今年のメイン・イベントは、メタボリックシンドローム予防の第一
人者を講師に招き、「杉並ウエストサイズ物語　第２幕」を開催し
ます。内臓脂肪を減らすコツなどを楽しく学べる、参加型の催しも
満載です。ぜひ、ご参加ください。
　　　　害害問い合わせは、杉並保健所地域保健課緯３３９１崖１３５５へ。

【日時】１１月１０日㈯午前９時４５分〜午後３時
【場所】高井戸地域区民センター（高井戸東３崖７崖５）
【費用】無料　【申し込み】当日、直接会場へ

地
域
イ
ベ
ン
ト

◇
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
〜
杉
並

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語
（
阿
佐

谷
地
区
会
版
）

　
 

・ 
　

月　

日
㈬
午
前　

時

１０

３１

１１

～
午
後
３
時
＝
体
脂
肪
・
内
臓
脂

肪
・
血
圧
測
定
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
相
談
が
で
き
ま

す
▽
午
前　

時　

分
～
正
午
＝
和

１１

３０

太
鼓
の
演
奏
▽
正
午
～
午
後
１
時

＝
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
▽
１
時　

分
３０

～
２
時
＝
気
功
▽
２
時
～
３
時
＝

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
介
護
予
防
相
談（
小

雨
実
施
） 

Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
南

口
広
場 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
緯

３
３
１
１
倆
０
１
１
６

時

内
場

費

申

問

開幕セレモニー
「方南エイサー踊り」～小学生の元気な踊りで華
々しく開幕します

杉並ウエストサイズ物語　第２幕～内臓脂肪を減ら
して、家族の笑顔を増やそう
◆基調講演「ここでしか聞けないメタボのはなし」
講師＝住友病院院長・松澤佑次（内臓脂肪症候群
提唱者）
◆チャレンジャー表彰式（司会＝元オリンピック
水泳選手・長崎宏子）
◆パネルディスカッション「教えます！ウエスト
サイズを減らすコツ」（松澤佑次、長崎宏子、チャレ
ンジャー代表）

健康漫才
「健康が一番～笑いは最高の健康法」（故林家三平
門下生の林家ライス・カレー子）

阿波踊り体操
（運動のしやすい服装でご参加ください）
講師＝徳島大学教授・田中俊夫

▲

長
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子

▲

松
澤
佑
次

13：00～

14：00

14：00～

15：00

10：00～

正午

  9：45～

10：00

杉並ウエストサイズ物語食育コーナー
子どもも大人もチャレンジ外食育ゲーム（葉っぱから野菜を当てよう・親子体操・お菓
子の中身あてクイズなど）をやると缶バッジや野菜がもらえます　
「ダメ。ゼッタイ。」薬物乱用防止・未成年者喫煙防止コーナー
標語・ポスターの掲示や薬物乱用防止についてのパネルを展示。午後２時１５分～＝地区
会長賞、区長賞などの表彰式〈薬物乱用防止推進杉並地区協議会共催〉　
ツボで健康～家庭でできるツボ健康法
症状に合ったツボとその刺激方法の紹介、鍼灸（しんきゅう）の体験、鍼灸の歴史や効
果ほか。参加者にはお灸セットをプレゼント（受付は午後２時３０分まで）〈杉並区鍼灸
師会共催〉　
備えて安心！新型インフルエンザ対策コーナー
いつ発生しても不思議ではない新型インフルエンザへの区の対策や個人での備え（咳
〈せき〉エチケットセットを配布）　
ＡＥＤ体験（正午～午後１時を除く）
様々な場所で最近見かけるＡＥＤ（自動体外式除細動器）で、突然の心停止者への手当
てを講習（随時受け付け）　
わたしは何歳？健康チェックコーナー・もの忘れ相談（午後１時３０分～３時）
体脂肪・血管年齢・血圧などの計測、タッチパネル式機械でもの忘れを楽しくチェック、
もの忘れについて気になる方・認知症の介護に困っている家族の相談コーナー〈杉並区
医師会共催〉　
地域イベント紹介
　各保健センターで行われたファロの地域イベントの紹介　
東吾妻町物産販売
　区の友好都市である群馬県東吾妻町の旬の野菜などを販売（なくなり次第終了）

ベビー＆パートナーマッサージ
午前１０時１５分～＝赤ちゃんとその親対象の受け付け、午後１時１５分～＝家族や夫婦、友
達同士２人１組対象の受け付け（各１０組・先着順）〈杉並区鍼灸按マッサージ指圧師会
共催〉

パネル・ディスカッション「生命の源『水』～飲み水について考えよう」
水の専門家である水環境科学研究所長・松井健一さんの基調講演や、様々な立場の方が
参加するパネルディスカッション

食べて健康！ヘルシー弁当販売
区で認証している「ヘルシーメニュー推奨店」がヘルシー弁当を販売（なくなり次第終
了）
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このコーナーでは、区民の皆さんによる地域での自主的な生涯学習・文化・芸術・スポーツなどの活動がさかんになるように、また皆
さんがそうした活動に参加する機会が豊かになることを目的として、同好会などの会員の募集情報を年４回掲載しています（１・４・
７・１０月の２１日号を予定）。掲載した活動の日時・場所は、会場の都合などにより変更になる場合があります。また、活動に区は関与し
ていませんので、問い合わせは、直接各掲載団体へお願いします。

＊＊＊語学
捌フランス語会話／ボンジュール　ラ　フランス　
 木曜日午前１０時～正午（第１・３＝初級、第２・４
＝中級） 西田ゆうゆうハウス 月３０００円程度 木
下緯・胃３２４７-９１５２
捌中国語／張先生の会　 第１～３日曜日午前１０時
～正午 永福和泉地域区民センター 月３０００円、ほか
に通信費３００円 村貫緯３３２１-９５０９、武井緯３３０２-１３８６
捌外国人講師による英会話／杉英会　 第１・３月曜
日午前（初級・中級各９０分） 荻窪地域区民センター 
初級＝月３０００円、中級＝月４０００円 薗田緯３３９４-８６７６
捌韓国語／ハングル会　 火・水曜日午後１時～ 主
に久我山会館 月５０００円 李（い）緯０７０-５５６２-８８９９
捌日常用語の中国語会話（ピンインが判る程度）／香
山会（こうざんかい）　 土曜日午前１０時～正午（月
３、４回） 阿佐谷地域区民センター 月３０００円 小
暮緯・胃３３９１-４１８４
捌英語の歌と絵本／スプリングブリーゼィズ　 主
に第２・３月曜日午前１１時～１１時４５分（月２回） 荻
窪会議室または荻窪地域区民センター １回５００円 
石川死springbreezes@jcom.home.ne.jp緯・胃６７６８
-２７８９
捌米現代劇台本を使って英会話／Speak　 木曜日
午前１０時３０分～正午 主に西荻地域区民センター 
月１万円 三浦緯・胃５３１１-９８３７

＊＊＊文芸
捌枕草子を学ぶ／つれづれの会（貝瀬弘子講師）　 
第１・３水曜日午後２時～３時３０分 永福和泉地域区
民センター 入会金１０００円、月２０００円 上田緯・胃
３３２１-３６３４
捌俳句／木の実（このみ）句会　 第３金曜日午後１
時～５時 主に杉並会館 月１０００円（新規立ち上げ。
初回無料） 鈴木緯５３８２-８７５８胃５３８２-８７５５、金丸緯・胃
３３３４-９６４６

＊＊＊朗読
捌朗読／朗読勉強会　 第１・３火曜日午後２時～５
時 西荻地域区民センター 月５０００円 柳下(やぎ
した）緯０８０-３４０６-６０９４

＊＊＊手芸・料理
捌和裁／松の会　 火曜日午前９時３０分～正午 セ
シオン杉並 入会金１０００円、月３０００円 川嶋緯３３９５-
１８０２

＊＊＊工芸・陶芸・美術（写真含む）
捌絵画（油絵・水彩・パステル）／月洋会　 第２・
４月曜日午後１時～５時 阿佐谷地域区民センター
 月４０００円 藤田緯３３３４-０１２７
捌写真同好会／ＳＨＯＷの会　 第３日曜日午後１
時～５時 井草地域区民センター 月１５００円 伊藤
緯・胃３３１２-３３５１、緯０９０-１９９０-３２４４
捌吉澤章（あきら）の創作折り紙／折り紙アート　 
第３火曜日午後２時～４時 主にセシオン杉並 入
会金１０００円、３カ月５０００円 田村緯・胃３３１５-４０５５

＊＊＊着付
捌着付／①さくらの会、②セシオン百合の会　 ①第
２・４火曜日②第１・３土曜日いずれも午前１０時～正
午（月２回） ①荻窪地域区民センター②セシオン杉
並 ①②とも月２５００円 ①②とも荒川緯３３９８-６３８８
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捌着付／桃の会　 第２・４日曜日午後２時～５時 
方南区民集会所 月２０００円と連絡費４００円（３カ月分
前納） 中島緯・胃３３２８-３０８３

＊＊＊書道
捌年賀状印・雅号印の製作／セシオン篆刻（てんこく）
の会　 第１・３土曜日午前１０時～正午 主にセシオ
ン杉並 月２０００円 梅田緯５９３２-７４４２

＊＊＊舞踊
捌日本舞踊／千若（せんわか）会　 火曜日午前１０時
～１１時３０分（月２回） 主にセシオン杉並 入会金
２０００円、月３０００円 大江緯３３１２-４６０８

＊＊＊音楽（洋楽）
捌コーラス／やよい会　 水曜日午後１時２０分、金曜
日午前１０時１０分（各１２０分。１週交替で月４回） 阿佐
谷南２丁目（JR阿佐ケ谷駅から徒歩３分） 入会金
１０００円、月４０００円 川崎緯３３１４-５３７５
捌音楽／ミッズ・ポップス楽団杉並（どの楽器でも可）
　 第２水曜日午後６時～９時、第４日曜日午前１０時
～午後２時 主に阿佐谷地域区民センター 入会金
４０００円、月３０００円 河原緯・胃３３３７-１９５９
捌女性コーラス／コール紫苑　 第１・２・４木曜日
午前１０時～正午 荻窪地域区民センター 月１５００円
 斉木緯３３９８-４７８９
捌ハワイアンソングを歌う会　 水曜日午後７時～
８時３０分（月１回） 荻窪地域区民センター 入会金
２０００円、１回１５００円 山本緯・胃３３９８-２０１１

＊＊＊音楽（邦楽、詩吟・謡曲含む）
捌唄と三味線／松圭（しょうけい）会　 水・木曜日
午後１時～４時 阿佐谷地域区民センター 入会金
１０００円、月３０００円と雑費５００円 木幡（きばた）緯３３３９-
１２１０
捌尺八（琴古〈きんこ〉流）／玉風（ぎょくふう）会
　 第１・３火曜日午前１０時～午後１時 セシオン杉
並 入会金１０００円、月３５００円 岡泉緯５９３２-４８４５
捌端唄（はうた）と三味線／豊花（とよか）の会　 
第２・４水曜日午後１時～３時 阿佐谷地域区民セン
ターほか 入会金１０００円、月４０００円 皆川（みながわ）
緯３３１３-１１０９
捌詩吟／桜枝（おうし）会　 第２・４金曜日午後１
時３０分 永福和泉地域区民センター 入会金１０００円、
月１５００円 田中緯・胃３３２８-７０２６
捌カラオケレッスン／ちどり会　 第２・４火曜日午
後の２時間 高井戸地域区民センター 入会金１０００
円、月３６００円 真砂（まさご）緯３３０２-０３４１
捌カラオケ／友善会　 第１・３日曜日午後１時～４
時 セシオン杉並 入会金１０００円、月２０００円 河野
（こうの）緯３３１４-３８１６胃３３１８-２０２５
捌詩吟／吟友（ぎんゆう）会　 第１・３月曜日午後
１時３０分～３時３０分 ゆうゆう善福寺館 月１５００円
 小河（おがわ）緯・胃３３９０-８２８５
捌童謡／杉唱（さんしょう）会　 第２・４金曜日午
後２時～４時 セシオン杉並 入会金１０００円、月２０００
円 石塚緯３３１２-２６０９

＊＊＊室内遊戯・手品
捌マジック／杉並マジッククラブ　 第１・３・４火
曜日午後６時３０分～８時３０分 セシオン杉並 月
２０００円 太田緯・胃３３１１-７０４９
捌囲碁／久我山囲碁倶楽部（初級～中級者）　 金曜
日午前９時～正午 ゆうゆう久我山館ほか 月２００円
 森田緯５３７０-３００７
捌囲碁／囲碁碁遊会（上級者中心）　 火曜日午前９
時～正午 高齢者活動支援センター 月２００円 岡
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時 場
費 問

時
場 費

問

時
場

費
問

時
場 費

問
時

場 費
問

時
場 費
問

時
場 費

問

時 場
費 問

時
場

費 問

時
場 費
問

時
場 費
問

時
場 費 問

時
場 費

問
時

場 費
問

時
場 費

問
時

場 費
問

時
場 費 問

本緯３３３３-０４９８

＊＊＊学習・その他
捌占い・正しい四柱推命を学ぶ／観幾（かんき）会　
 主に土曜日午前１０時～１１時３０分（月２回） 和泉１
丁目 月３０００円と雑費５００円 室谷緯３３３４-６２５７
捌腹式呼吸・音読・話し方／ことば教室友の会　 水
曜日午前（月４回）、火曜日夜（月２回） 阿佐谷地域
区民センターほか 入会金１０００円、月４回５５００円 今
井緯・胃６２７７-３６３４

捌太極拳／大宮前陳式同好会　 木曜日午前１０時～
正午、午前１１時～午後１時 荻窪地域区民センター、
大宮前体育館 月１５００円 西田緯３３３４-８７２７
捌やさしいエアロビ体操／リズムの会　 火曜日午
前９時～１１時 上井草スポーツセンターほか 入会
金１０００円、月１０００円（１回９０分で２５０円相当） 中澤緯
３９２０-２１２４、松岡緯３３９５-７０６７
捌パドルテニス／四宮クラブ　 主に日曜日午後１
時３０分～５時 桃井第五小学校体育館 年会費２３００
円 小野田緯・胃３３９９-９６６９
捌健康気功の会　 第１・２・４水曜日午前９時３０分
～１１時 荻窪体育館 月２０００円 山岡緯・胃３３１５-
４７５４（夜間）
捌陸上競技／杉並ＡＣＪ　 土・日曜日午前１０時～正
午 東京都体育館陸上競技場 入会金８０００円、年４０００
円 伊藤緯０８０-５４７９-０３９９胃３２２３-３４１５
捌水泳教室／ゴールドスイアーズ　 火曜日午前１１
時～午後１時 高井戸温水プール 入会金１０００円、３
カ月１万円 吉田緯３３３５-３８０７
捌ストレッチ体操／ストレッチすみれ　 第１・３土
曜日午後１時～３時 荻窪体育館 入会金１０００円、月
２０００円（無料体験あり） 小池緯３３９１-０２４６（午後６時
以降）
捌ウォーキング／金曜ウォーキング　 金曜日午前
１０時～正午 善福寺川添い・宮下橋 年５００円 大野
緯・胃３３２８-８０９３（夜間）
捌中高年野球／杉並アメニティー・シニアーズ　 土
曜日２～４時間 区内野球場（和田堀・松ノ木・下高
井戸など） 入会金２５００円、年会費１万５０００円 木原
緯・胃３３３７-９７９７
捌杉並オルカスイムクラブ　 火曜日（月４回） 高
井戸温水プール 入会金１０００円、年１５００円、月３０００円
 わたなべ緯０９０-１７３７-２３５６
捌健康体操さざんかの会　 金曜日午後１時～２時
３０分（変更あり） 永福和泉地域区民センター 入会
金２５００円、月２５００円 野崎緯５９３６-１３０９（午後５時以
降）
捌健康体操／荻窪トリムクラブ　 金曜日午後１時
～２時３０分 荻窪体育館 入会金２０００円、月２０００円
 堀川緯・胃３３９２-４１８８（午前８時～９時）
捌健康水泳／楽遊会　 月曜日午後１時～３時 上
井草スポーツセンター温水プール 月４０００円 中田
緯３３９０-５３４４
捌水中運動／健康水中散歩　 水曜日正午～午後１
時 ヴィムスポーツアベニュウ内温水プール（宮前２
崖１０崖４） １期８回分１万１５５０円（税込） 小栗緯・
胃３３９２-１３４８
捌こども水泳教室／ポケットクラブ　 水曜日午後
５時～７時 高井戸温水プール 入会金１０００円、年
１５００円、月３０００円 近堂緯３３１５-５７５１
捌サモアンフラダンス／サモアナサモア　 月曜日
午後７時～８時３０分 西荻地域区民センター １回
１２００円 藤原緯０９０-９３８７-７４０９

時 場
費 問

時
場

費 問

時
場

費 問
時

場 費
問

時
場 費

問
時

場 費 問
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問
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問
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問
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窪
八
幡
宮
→
宝
珠
山
観
泉
寺
→
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
們
８

們　

） 

五
㎞
以
上
歩
け
る
方 

無

１９
料 

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆

１
２
１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど

に
は
自
己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

們
た
の
む
・
断
わ
る
を
気
持
ち
よ
く

　

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
大
切
に

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
㈮
・　

日
㈮
午
前　

１１

１６

３０

１０

時
〜
午
後
０
時　

分
（
計
二
回
） 

３０

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

日
精
研

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
・
柴
田

賴
子 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

全
回
出
席
で
き
る
方 

三
〇
名
（
抽

選
） 

三
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

 

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、　
１１

月
８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０

１６７

５
１
荻
窪
１
們　

們
３
）
へ 

同
セ

５６

ン
タ
ー
緯
３
３
９
３
倆
４
４
１
０ 

託
児
あ
り（
１
歳
〜
就
学
前
で
五
名
）

捌
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ

五
周
年
記
念
事
業 

海
野
和
男
講
演
会
・
写
真
教
室

　

信
州
・
小
諸
の
昆
虫
や
植
物
な
ど

を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
毎

日
更
新
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
小
諸
日
記
」
で
お
な
じ
み
の
、
昆

虫
写
真
家
・
海
野
和
男
さ
ん
の
講
演

と
写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す
。（
区
共

催
）

対

費

申

問

他

時

場

師

対

定

費

申

問

他

　
 
　

月　

日
㈷
午
後
１
時　

分
〜

１１

２３

３０

４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

２０

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学
生

以
上
の
方
と
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
会
員
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
） 

五
〇
名（
抽
選
） 

五
〇
円（
保

険
料
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
会
員
は
会
員

番
号
も
書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１０

ま
で
に
環
境
課
環
境
活
動
担
当
内
す

ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局

（
〒　

倆
０
０
５
１
荻
窪
５
們　

們

１６７

１５

　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
）
へ 

同
事

１３務
局
緯
３
３
９
８
倆
３
１
９
５ 

抽

選
で
参
加
者
五
名
に
講
師
の
サ
イ
ン

入
り
書
籍
を
差
し
上
げ
ま
す

捌
消
費
者
講
座 

最
新
の
お
葬
式
事
情
と 

お
墓
の
選
び
方

　

自
分
や
両
親
の
た
め
の
お
墓
の
準

備
、
お
葬
式
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル
、
費

用
、
散
骨
、
生
前
予
約
な
ど
、
よ
り

よ
い
最
期
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
話

し
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈭
午
後
１
時　

分
〜

１１

１５

３０

３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

３０

（
荻
窪
５
們　

們　

） 

消
費
生
活

１５

１３

相
談
員
・
黒
川
正
美 

区
内
在
住
・

在
勤
･
在
学
の
方 

六
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

緯
３
３
９
８
倆
３
１
４
１
へ
（
先
着

順
）

ロ
ボ
ッ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
体
験
会

　

簡
単
な
講
習
の
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
サ

ッ
カ
ー
の
模
擬
試
合
を
体
験
し
ま

す
。

　
 
　

月　

日
㈯
①
午
前　

時
〜
正

１１

１７

１０

午
②
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分 

３０

３０

科
学
館 

パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作

が
で
き
る
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学

三
年
生
〜
中
学
生 

各
三
二
名
（
抽

選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
に
希
望
回
・
学
校
名
・
学

年
も
書
い
て
、　

月
２
日
（
必
着
）

１１

時

場

対

定

費

申

問
他

時

場

師
対

定

費

申

問
時

場

対

定

費

申

ま
で
に
科
学
館
（
〒　

倆
０
０
３
３

１６７

清
水
３
們
３
們　

）
へ 

同
館
緯
３

１３

３
９
６
倆
４
３
９
１ 

ロ
ボ
ッ
ト
・

キ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
は
科
学
館
の
物

を
使
用
し
ま
す

捌
す
ぎ
な
み
地
域
大
学
公
開
講
座

豊
か
な
高
齢
社
会
の
た
め
の

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」

の
一
部
を
公
開
と
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
 
　

月
５
日
㈪
午
前　

時
〜
正
午

１１

１０

 

区
役
所
第
四
会
議
室（
中
棟
六
階
）

 

ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団
主
任

研
究
員
・
澤
岡
詩
野 

一
〇
〇
名（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

す
ぎ
な
み
地
域
大
学
担
当
緯
３

３
１
２
倆
２
３
８
１

暴
走
へ
向
か
う
地
球
温
暖
化

們
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
総
動
員
し
て

立
ち
向
か
お
う

　

今
、「
地
球
の
ど
こ
で
何
が
？
」
と

い
う
最
新
情
報
や
、
今
、
何
を
す
べ

き
か
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

１１

１１

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

東
京
大
学
生
産
技
術
研

１５

１３

究
所
教
授
・
山
本
良
一 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

四
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情

報
館
緯
３
３
９
８
倆
３
１
９
１
へ（
先

着
順
）

障
害
者
の
た
め
の 

そ
ば
打
ち
教
室

　
 
　

月　

日
㈷
午
前
９
時　

分
〜

１１

２３

３０

午
後
２
時 

杉
並
障
害
者
福
祉
会
館

 

手
打
ち
そ
ば
研
究
家
・
内
澤
恵
治

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
障
害

の
あ
る
方
と
そ
の
介
助
者 

一
五
名

（
抽
選
） 

六
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に

在
勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
を
書
い
て
、　

月
８
日
（
必
着
）

１１

問
他

時
場師

定

費

申

問時
場

師

対

定

費

申

問
時

場

師対

定

費

申

〈リサイクルひろば高井戸　１１月の講習会〉
申込方法定員費用日　時講習会名

当日、直
接会場へ

１０名無料２日㈮午前１０時３０分～正午廃油（てんぷら油）から石けん
作り体験コーナー

１０名１個
３００円

１２日㈪・２６日㈪
午前１１時～午後２時リメイクいろいろ体験コーナー

電話で、
先着順１０名各日

６００円
５日㈪・１９日㈪
午後１時３０分～３時３０分着物と洋服の簡単リメイク

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３崖７崖４緯３３３１崖４３６０）
へ（水・木曜日休館）。募集人数に満たないときは中止する場合があります。生ごみたい
肥相談は、電話で随時受け付けています（回答に数日かかる場合もあります）。

▲海野和男

捌
障
害
者
週
間 

う
ぇ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と

み
に
よ
る
、お
か
ぐ
ら
人
形
劇「
わ
ん

ぱ
く
ス
サ
ノ
オ
の
大
蛇
退
治
」で
す
。

　
 
　

月
２
日
㈰
午
後
１
時
〜
２
時

１２

（
０
時　

分
開
場
） 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
們　

們　

） 

一
〇
〇

２２

３２

〇
円
（
全
席
指
定
） 
　

月　

日
㈪

１０

２２

午
前
９
時
〜
▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

＝
①
区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ

ッ
プ
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

②
杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合
会
（
高

時

場

費

申

円
寺
南
２
們　

們　

高
円
寺
障
害
者

２４

１８

交
流
館
内
。
第
三
月
曜
日
を
除
く
）

③
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
荻
窪

５
們　

們　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
五

１５

１３

階
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

 

障
害
者
施
策
課
管
理
係
（
障
害
者

週
間
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
）

済
美
親
子
運
動
会

　

知
的
障
害
者
が
多
数
参
加
す
る
運

動
会
で
す
。
み
ん
な
で
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
３
日
㈷
午
前　

時
〜
午
後

１１

１０

２
時　

分 

大
宮
中
学
校
（
堀
ノ
内

３０

１
們　

們　

）。雨
天
の
場
合
は
同
校

１６

３８

体
育
館 

徒
競
走
、
紅
白
玉
入
れ
、

問
時

場
内

綱
引
き
な
ど 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
７

倆
６
６
２
１
胃
３
３
１
７
倆
６
６
２

０
ま
た
は
済
美
会
緯
３
３
１
２
倆
０

５
６
６
胃
３
３
１
２
倆
２
９
０
０

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ
の
青

空
の
会
が
企
画
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
ゴ
ー
ル
の
上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ

２
０
０
７
上
井
草
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ

ム
」
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
前　

時（
集
合
）

１０

２７

１０

〜　

時
（
雨
天
中
止
） 

集
合
場
所

１１
＝
Ｊ
Ｒ
西
荻
窪
駅
北
口 

行
程
＝
荻

申

問
時

場内

捌
郷
土
博
物
館 

写
真
展
「
レ
ン
ズ
の
記
憶
們

杉
並
、
あ
の
時
、
あ
の
場
所
」

　

戦
前
の
杉
並
は
近
郊
農
村
の
風
景

を
残
す
一
方
で
、
郊
外
住
宅
地
と
し

て
の
開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
戦
後
は

急
速
に
市
街
地
化
し
て
、
ま
ち
の
景

色
を
一
変
さ
せ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

時
代
の
流
れ
は
区
民
の
生
活
に
も
大

き
な
変
化
を
与
え
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
区
民
の
目
に
は
杉

並
の
風
景
が
、
生
活
が
、
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

郷
土
博
物
館
に
は
、
人
々
の
暮
ら

し
や
思
い
を
記
録
し
た
貴
重
な
写
真

が
、
多
数
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
昭
和
前
半
の
写
真
を
中
心
に
し

た
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
き
っ
と

皆
さ
ん
の
懐
か
し
い
思
い
出
や
記
憶

に 
繋 
が
る
す
ば
ら
し
い
一
枚
が
見
つ

つ
な

か
る
は
ず
で
す
。供
レ
ン
ズ
の
記
憶
僑

を
と
お
し
て
、
日
々
の
生
活
や
ま
ち

の
歴
史
を
新
鮮
な
目
で
見
つ
め
な
お

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
㈯
〜　

年
１
月　

日

１０

２７

２０

１４

時

㈷
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
月
曜
日
・

第
三
木
曜
日
〈
祝
日
・
休
日
の
場
合

は
翌
日
〉
と
年
末
年
始
は
休
館
）

◇
展
示
関
連
行
事
講
演
会

　

「
私
と
杉
並　

そ
し
て
私
と
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
」

　

杉
並
・
荻
窪
に
居
を
構
え
て
三
〇

年
あ
ま
り
に
な
る
作
家
の
近
藤
富
枝

さ
ん
が
、
自
身
の
人
生
と
杉
並
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
と
も
語
り
合
う
講
演
会
で

す
。

　
 
　

月
４
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

１１

 

八
〇
名
（
先
着
順
）

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
們　

們
２０

８
） 

一
〇
〇
円
（
観
覧
料
。
中
学

生
以
下
は
無
料
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

郷
土
博
物
館
緯
３
３
１
７
倆

０
８
４
１

時
定

場
費

申

問

ま
で
に
杉
並
障
害
者
福
祉
会
館
運
営

協
議
会
事
務
局
（
〒　

倆
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
４
們　

們
５
）
へ 

同
事

１０

務
局
緯
３
３
３
２
倆
６
１
２
１
胃
３

３
３
５
倆
３
５
８
１ 

手
話
通
訳
が

つ
き
ま
す

わ
ら
べ
う
た
ス
ト
レ
ッ
チ

　

健
康
づ
く
り
上
井
草
地
区
会
が
開

催
す
る
、
太
極
拳
の
基
本
動
作
を
わ

ら
べ
う
た
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
ゆ
っ

た
り
体
を
動
か
す
、
ほ
の
ぼ
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
す
。

　
 
　

月
６
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時

１１

　

分 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

３０（
桃
井
４
們
３
們
２
） 

全
日
本
太

極
拳
協
会
上
級
総
合
コ
ー
チ
・
久
保

厚
子 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

五

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１

２
１
２
へ
（
先
着
順
） 

運
動
で
き

る
服
装
で
、
室
内
履
き
・
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

問

他

時
場

師

対

定

費

申

問

他

滑
路
地
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
／
高

円
寺
北（
鈴
木
茂
男
さ
ん
提
供
）
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捌
五
大
学
連
携
講
座
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界 

們
文
化
・
芸
術
・
経
済

　

区
と
区
内
五
大
学
が
連
携
協
働

し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
を
さ

ま
ざ
ま
な
世
界
か
ら
取
り
上
げ
る
連

携
講
座
と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
杉
並
区
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
現

在
・
過
去
・
未
来
」
＝　

月　

日
㈯

１１

１０

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分
＝
五
大

３０

３０

学
学
生
ア
ニ
メ
製
作
体
験
の
現
場
と

作
品
紹
介
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
杉
並

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館

長
・
鈴
木
伸
一
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

監
督
・
大
地
丙
太
郎
、
C
M
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
・
柳
原
謙
一
ほ
か
）
②
連
携

講
座
⑴
＝　

月　

日
㈯
午
後
１
時　

１１

１７

３０

分
〜
４
時　

分
＝
「
ジ
ャ
パ
ニ
メ
ー

３０

シ
ョ
ン
と
『
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
』

時

内

師

帝
国
」（
立
教
女
学
院
短
期
大
学
教

授
・
有
満
麻
美
子
）、「
ネ
ッ
ト
の
上

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ン
ガ　

共

有
と
共
創
」（
女
子
美
術
大
学
短
期
大

学
部
教
授
・
伊
藤
雅
敏
）、「
実
験
心

理
学
か
ら
見
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

（
東
京
立
正
短
期
大
学
講
師
・
土
田

昌
司
）
③
連
携
講
座
⑵
＝　

月
１
日

１２

㈯
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
＝

３０

３０

「
戦
う
少
女
・
逃
げ
る
少
年
」（
筑
摩

書
房
編
集
者
・
藤
本
由
香
里
）、「
地

域
産
業
と
イ
ン
キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
」

（
高
千
穂
大
学
経
営
学
部
准
教
授
・

鹿
住
倫
世
） 

①
セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅

里
１
們　

們　

）
②
立
教
女
学
院
短

２２

３２

期
大
学
（
久
我
山
４
們　

們　

）
③

２９

２３

高
千
穂
大
学
（
大
宮
２
們　

們
１
）

１９

 

①
八
〇
名
②
③
各
二
〇
〇
名
（
い

ず
れ
も
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ

課
管
理
係

仕
事
探
訪
們
仕
事
を
通
し
て 

い
ろ
ん
な
生
き
方
に
出
会
う

　

ふ
だ
ん
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
仕
事
場
を
訪
問
し
、
仕
事
を

通
し
て
い
ろ
ん
な
生
き
方
を
見
て
、

聞
い
て
、
考
え
て
、
意
見
の
交
換
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
前
９
時　

分
〜

１１

１０

３０

午
後
５
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

（
荻
窪
５
們　

們　

）と
訪
問
先 
・

１５

１３

 

自
己
紹
介
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
・
香
月
よ
う
子
）、
仕
事

場
訪
問
（
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
・
シ

ョ
ッ
プ
㈱
ア
ー
ル
テ
ィ
、
一
級
建
築

士
・
河
野
進
設
計
事
務
所
）、
仕
事
に

つ
い
て
の
講
演
（
㈱
三
井
物
産
戦
略

研
究
所
・
新
谷
大
輔
）、
振
り
返
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

区
内
在
住
・
在
学

の
高
校
生
〜　

歳
の
方 

一
五
名 

２４

無
料
（
交
通
費
・
昼
食
は
自
己
負
担
）

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E

メ
ー
ル
（
８
面
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
児
童
青

１１少
年
課
青
少
年
係
緯
３
３
９
３
倆
４

場

定

費

申

問

時

場

内

師

対

定

費

申

問

７
６
０
胃
３
３
９
３
倆
４
７
１
４
死

yo
u
-s@
c
ity.su

g
in
a
m
i.lg
.jp

へ
（
先
着
順
）

捌
み
ど
り
の
講
座 

叶
内
拓
哉
の
野
鳥
講
座
們
観
察
の

基
礎
か
ら
野
鳥
が
来
る
庭
づ
く
り

　
 

・ 

①　

月　

日
㈯
午
前　

時

１１

１７

１０

〜
正
午
＝
野
鳥
と
み
ど
り
〜
庭
や
ベ

ラ
ン
ダ
に
野
鳥
を
呼
ぼ
う
（
講
義
）

②　

月　

日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時
＝

１１

２４

野
鳥
識
別
の
方
法
〜
そ
の
生
態
・
形

態
・
分
布
（
講
義
）
③　

月
１
日
㈯

１２

午
前　

時
〜
正
午
＝
野
鳥
観
察
の
基

１０

本
〜
機
材
の
使
い
方
（
講
義
）
④　
１２

月
８
日
㈯
午
前
９
時
〜　

時
、
午
後

１１

１
時
〜
３
時
（
午
前
・
午
後
い
ず
れ

か
に
参
加
）
＝
観
察
会
／
計
四
回 

①
〜
③
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南

３
們
２
們　

）
④
都
立
善
福
寺
公
園

１９

（
善
福
寺
３
們
９
） 

野
鳥
写
真
家
・

叶
内
拓
哉 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
で
全
回
参
加
で
き

る
方 

六
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇

〇
円
（
保
険
・
教
材
代
） 

往
復
ハ

ガ
キ
（
８
面
記
入
例
参
照
）
に
野
鳥

観
察
会
参
加
経
験
の
有
無
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
み

１０

３１

ど
り
公
園
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ 

同
係

捌
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
は
じ
め
の
一
歩

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
の
住
む
街
で
は
、
お
ま
つ

り
な
ど
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
役
割
・
活
動
が
あ
る
の
か
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。
体

験
の
場
と
し
て
「
う
ぇ
る
フ
ェ
ス
タ

（　

月
２
日
㈰
）」を
予
定
し
て
い
ま

１２
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
後
４
時
〜
6
時

１１

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

会
場
設
営
や
会
場
案
内
、

１５

１３

デ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
活
動

時

内

場

師

対

定

費申

問

時
場

内

に
つ
い
て
紹
介 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
方
や
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
な
ど 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
８

面
記
入
例
参
照
）
で
、
杉
並
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー

緯
５
３
４
７
倆
３
９
３
９
胃
５
３
４

７
倆
２
０
６
３
へ
（
先
着
順
）

捌
ゆ
う
杉
並
思
春
期
講
座 

親
の
不
安
感
を
解
消
す
る
た
め

に
②
們「
幻
の
子
ど
も
像
」っ
て
涯

　

全
国
各
地
で
講
演
・
取
材
・
執
筆

を
行
い
、
い
じ
め
・
少
年
事
件
や
、

そ
れ
に
関
わ
る
母
親
の
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
「
子
ど
も
の
視
線
」
で
発
言

を
続
け
て
い
る
講
師
の
講
演
で
す
。

　
 
　

月　

日
㈬
午
前　

時
〜
正
午

１１

１４

１０

 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１

們　

們
３
ゆ
う
杉
並
内
） 

講
演
と

５６
質
疑
応
答
を
含
む
懇
談
会 

教
育
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
青
木
悦 

区
内
在

住
で
小
学
生
〜
中
高
生
世
代
の
子
の

保
護
者 

二
五
名 

無
料 

・ 
　
１０

月　

日
か
ら
（　

月　

日
を
除
く
）

２４

１１

１２

電
話
ま
た
は
直
接
、
児
童
青
少
年
課

事
業
係
（
荻
窪
１
們　

們
３
緯
３
３

５６

９
３
倆
４
７
６
０
）
へ
（
先
着
順
）

 

①
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
②
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

捌
杉
の
樹
講
座 

南
極
観
測
五
〇
年
か
ら 

地
球
環
境
を
探
る

　

第　

・　

次
越
冬
隊
員
の
講
師
に

４１

４５

よ
る
興
味
深
い
お
話
で
す
。
児
童
・

生
徒
、
学
生
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
後
１
時　

分
〜

１１

１７

３０

３
時　

分 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井

３０

戸
東
３
們
７
們
５
高
齢
者
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
一
階
） 

南
極
観
測
隊
の

成
果
と
現
状
・
未
来 

国
立
極
地
研

究
所
准
教
授
・
土
井
浩
一
郎 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

一
〇
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

対
定

費

申

問
時

場

内師対

定

費

申

問

他
時

場

内
師

対

定

費

申

へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ

緯
３
３
３
４
倆
０
９
２
８

捌
和
泉
健
康
塾 

冬
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め
に

們
野
菜
の
パ
ワ
ー
を
活
用

　

寒
い
季
節
に
身
体
を
温
め
、
風
邪

を
引
き
や
す
い
季
節
の
免
疫
力
を
増

や
す
野
菜
を
一
食
に
つ
き
一
二
〇
ｇ

を
食
べ
る
工
夫
と
、
主
食
・
主
菜
の

一
食
の
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
５
日
㈪
午
前　

時
〜
午
後

１１

１０

１
時 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
和
泉
３
們
８
們　

） 

調
理
実

１８

習 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

二
四

名 

五
〇
〇
円
（
食
材
料
費
） 

・

 

電
話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
緯

３
３
１
３
倆
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

家
族
介
護
教
室

◇
高
齢
者
の
た
め
の
料
理
教
室

　
 
　

月　

日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時

１０

３０

　

分 

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
（
松

３０ノ
木
２
們　

們
３
） 

調
理
・
試
食
、

１４

情
報
交
換 

栄
養
士
・
田
中
千
尋 

一
三
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
松

ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
・
堀
端
緯
３
３

１
８
倆
２
６
６
０
へ
（
先
着
順
）

◇
新
し
い
介
護
の
か
た
ち

　

〜
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
ー
に
つ
い
て

　
 
　

月　

日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時

１０

３０

　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
（
上

３０井
草
３
們　

們　

） 

サ
ン
フ
レ
ン

３３

１０

ズ
善
福
寺
所
長
・
藤
山
邦
子 

二
五

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草

ふ
れ
あ
い
の
家
緯
３
３
９
４
倆
９
８

３
１
へ
（
先
着
順
）

◇
介
護
予
防
「
住
環
境
編
」

　
 
　

月
６
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

１１

 

方
南
区
民
集
会
所
（
方
南
１
們　
２７

們
８
） 

自
分
の
歩
行
状
態
・
身
体

状
況
に
合
っ
た
住
宅
改
修 

イ
ー
・

ラ
イ
フ
・
グ
ル
ー
プ
・
ア
ド
バ
イ
ザ

ー 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名 

無

問時
場

内

対

定

費

申

問他
時

場

内

師

定

費

申

問

時
場

師

定

費

申

問

時
場

内

師

対

定

費

料 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　

方
南
緯

２４

５
９
２
９
倆
２
７
５
１
へ
（
先
着
順
）

◇
認
知
症
の
介
護
体
験
を
聴
く

　

〜
介
護
者
の
会
に
学
ぶ
こ
と

　
 
　

月
８
日
㈭
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

４
時 

和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
泉

４
們　

們　

） 

講
義
と
交
流
会 

４０

３１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
ア
ラ
ジ
ン 

区
内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
和
泉
ふ
れ
あ
い
の

家
緯
３
３
２
１
倆
４
８
０
８
へ
（
先

着
順
）

◇
認
知
症
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
せ
ん
か
？

　

日
ご
ろ
の
悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

１１

　

分 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

３０（
桃
井
４
們
３
們
２
） 

㈳
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
電
話
相
談
員
・
大

野
教
子 

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方 

一
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　

善
福
寺
緯
５
３
１

２４

１
倆
１
０
２
４
へ
（
先
着
順
）

◇
介
護
す
る
家
族
の
た
め
の
交
流
会

　

日
ご
ろ
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
皆

申

問

時
場

内

師対

定

費

申

問
時

場

師

対
定

費

申

問

さ
ん
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

１１

１０

 

さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北
１

們
２
們
１
） 

杉
並
介
護
応
援
団 

区
内
在
住
で
介
護
を
し
て
い
る
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
阿

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
緯
３
３
３
８

倆
８
６
３
０
へ
（
先
着
順
） 

上
履

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

イ
ン
デ
ィ
ア
カ 

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
大
会

　
 
　

月
１
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

１２

５
時 

荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３
們　
４７

們
２
） 
　

歳
以
上
の
方 

一
〇
〇

５５

名
。
個
人
・
チ
ー
ム
（
五
、
六
名
）

ど
ち
ら
で
も
可 

一
人
五
〇
〇
円

（
当
日
持
参
） 

・ 

ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
８
面
記
入
例
参
照
）

に
性
別
も
書
い
て
、　

月　

日
（
必

１１

１７

着
）
ま
で
に
区
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

事
務
局
・
武
石
記
代
子
（
〒　

倆
０

１６７

０
３
４
桃
井
４
們
６
們　

緯
・
胃
３

１４

３
９
９
倆
５
８
７
９
）
へ

時
場

師

対定

費

申

問

他

時
場

対

定

費申

問

１２月の休日パパママ学級
　 １２月１日土午後、１６日㈰午前・午後（各日半日コース。いずれも同内容）※午前＝９
時３０分～午後０時３０分、午後＝１時３０分～４時３０分 荻窪保健センター３階（荻窪５崖
２０崖１） もく浴実習、妊婦体験、お産に向けての話など 助産師など 区内在住で、開
催日現在妊娠２４週以上３７週未満の初産のカップル 各２６組 無料 往復ハガキに２
人の氏名（フリガナ）、住所、電話番号、出産予定日、希望日と午前または午後（第３希望
まで）を書いて、１１月１０日（必着）までにバースセンス研究所杉並区休日パパママ学級係
（〒１５１崖００６３渋谷区富ケ谷１崖１１崖１２アルシュ代々木４階バースセンス研究所杉並区休
日パパママ学級）へ 杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５または各保健センター ①
結果は１１月２０日ごろに通知します②応募者多数の場合は出産予定日などで調整します

時
場 

内 師 対
定 費

 
申

問 他

保健センターでは、平日に４回コースで母親学級を開催しています。
３回目は休日パパママ学級とほぼ同じ内容です。問い合わせは、保健センターへ。

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費用日　時内容などゆうゆう館名
１回
１０００円
（茶菓代
含む）

１０月３１日㈬～（月１回・
原則第４水曜日）午後
６時～８時

船旅を楽しむ～
港の人間模様
（中村孝）

高井戸西館
（高井戸西１崖
１７崖５緯・胃３３３２
崖１０７６）

各６０００円
（テキス
ト代含む）

①１１月６日㈫・２０日㈫、
１２月４日㈫午前１０時～
正午②１１月９日㈮・２３
日㈷、１２月１４日㈮午後
１時～３時

パソコン講座
①ワード基礎
②エクセル基礎

高井戸東館
（高井戸東３崖
１４崖９緯・胃３３０４
崖９５７３）

５００円
（飲物代
含む）

１１月１１日㈰
午後０時３０時～３時

地域の自然とふ
れあう散歩（専
門ガイド付・２
㎞）

馬橋館
（高円寺南３崖
１６崖１４緯・胃３３１５
崖１２４９）

１回
５００円

１１月１４日～２０年３月１２
日の第２水曜日、午後
１時３０分～３時（計５
回）

中川智絵フラダ
ンス教室「カレ
フア」

浜田山館
（浜田山４崖１８
崖３１緯・胃３３１５
崖７８１５）

３０００円
１１月２５日㈰、１２月２日
㈰・９日㈰・２３日㈷午
後１時３０分～３時３０分
（計４回）

初心者のための
ウクレレ講座

上荻窪館
（上荻３崖１６崖
６ 緯・胃３３９５崖
１６６７）
※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。
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★西関東ジュニアピアノコンクール（幼児〜高校生）・
西関東ピアノオーディション本選会（１６歳以上）
　ラテンピアノ曲の普及とピアノを生涯学習として楽
しむことを目的として行われます。優秀者には杉並区
長賞、ブラジル大使館賞などが贈られます。
　 １０月２８日㈰午前１０時 杉並公会堂小ホール（上荻
１崖２３崖１５） 無料 当日、直接会場へ 日本ピアノ
研究会緯０５０崖３５９１崖４３０９  http://www.nihonpia
no.com
★ピアノ音楽入門Ⅹ〜スペインを愉しむ
　情熱と郷愁にあふれた珠玉の音楽の数々を、１３名の
アーティストが彩り豊かに奏でます。
　 １１月２５日㈰１部＝午後２時開演渇２部＝午後５時
開演（いずれも３０分前開場） セシオン杉並（梅里１
崖２２崖３２） 出演＝三谷温・奈良康佑・林田枝実（ピ
アノ）ほか渇曲目＝アルベニス「イベリア」より、フ
ァリャ「火祭りの踊り」、リスト「スペイン狂詩曲」ほ
か ５６８名（全席自由） １部または２部のみ大人３０００
円、学生２５００円、小学生２０００円。通しは大人・学生１０００
円、小学生５００円増し ・ 電話で、杉並音楽協会（東
京音楽協会）・三谷緯３３０９崖４００７へ
◇抽選で区民１００名を無料招待
　 往復ハガキ（８面記入例参照）で、１１月５日（必
着）までに社会教育センター（〒１６６崖００１１梅里１崖２２
崖３２）へ 同センター緯３３１７崖６６２１
★新宿〜青梅４３km「かち歩き大会」
　新宿～青梅間を「飲まない・食べない・走らない」
で歩く自己鍛錬の大会です。
　 １１月１１日㈰午前８時集合 集合場所＝新宿西口
中央公園水の広場 青梅コース（４３km）＝ゴールは青
梅市総合体育館、東村山コース（２３.５km）＝ゴールは
東村山浄水場前 健康に自信があり、内臓器官に問題
がない方。年齢不問（１２歳以下は保護者同伴） 青梅
コース＝１８００円、東村山コース＝１５００円（両コースと
も中学生以下１０００円）／当日受付は、青梅コース２３００
円、東村山コース２０００円 参加費に大会名・住所・氏名・
電話番号・参加人数を添えて（郵便振替は通信欄に記
入）、郵便振替は「００１３０崖４崖７５２８８㈳青少年交友協会」
に１１月１日までに振り込み。現金書留は１１月７日（必
着）までに㈳青少年交友協会（〒１７１崖００１４豊島区池袋
３崖３０崖８みらい館大明３０５）へ 同協会緯５３９１崖１９０１
  http://www.din.or.jp/~kouyuu
★歌とゲームとマスコットの作りの集い
　ガールスカウトがキャンプファイヤーなどで歌う楽
しい歌やゲーム、簡単でかわいいマスコット作りで、
スカウトと一緒に遊びましょう。
　 １０月２８日㈰午後１時～３時 永福小学校体育館
（永福２崖１６崖３３） 小学生 １００名（先着順） 無
料 当日、直接会場へ ガールスカウト９２団・松木緯
３３０２崖８６９８ 上履きを持参してください
★蘇れ・川の自然「善福寺川発見」野外イベント
　親子で川に遊び、学びましょう。

時 場
費 申 問

他 HP

時
場

内

定 費

申 問

申

問

時 場
内

対
費

申

問
他 HP

時 場
対 定 費

申 問
他

　 １１月４日㈰正午～午後４時 善福寺川八幡橋脇
（大宮２丁目） 笹流し、善福寺川水族館開設など 
区内在住の方（特に小中学生） 無料 当日、直接会
場へ みどりの善福寺川を愛でる会事務局・重久緯
３３１８崖７１７２
★自然とあそぼう！ネイチャーゲーム〜秋の楽しみ方
知っちゃおう
　遠出しなくても、身近で秋を満喫。落ち葉やドング
リで楽しみませんか。
　 １１月１８日㈰午後１時３０分～４時 都立善福寺公
園（善福寺２丁目） 日本ネイチャーゲーム協会指導
員 ４歳以上の方（未就学児は保護者同伴） ３０名 
３００円（保険料・おやつ代を含む、子育て応援券使用可）
 ハガキまたはファクス（８面記入例参照）で、すぎ
なみネイチャーゲームの会・小野（〒１６７崖００３４桃井１
崖１７崖１１胃５９３２崖２６６４）へ（先着順） 同会・小野緯５９３２
崖２６６４ バンダナ・敷物・飲み物を持参してください
★杉並大宮菊花展
　区内在住・在勤などの菊愛好家の作品展示会です。
　 １０月２５日㈭～１１月２５日㈰午前９時～午後５時 
大宮八幡宮境内（大宮２崖３崖１） 無料 当日、直
接会場へ 杉並大宮菊の会・五本木緯３３２２崖４９６２
★フラワー感謝デー
　杉並生花商組合では、区民の皆さんに感謝の気持ち
を込めて、今年も「お花のプレゼント」を行います。
数に限りがありますので、お早めにお越しください。
　 １１月１日㈭午前１１時～午後１時（なくなり次第終
了） 区役所中杉通り側入口（西棟前広場） 区内在
住の方 １４００名（１人１束。先着順） 無料 当日、
直接会場へ 杉並生花商組合・田中緯３３９２崖２１１３
★被爆者と区民の交流セミナー・講演と映画
　戦後６０年をこえて、区民の皆さんとともに核や平和
の問題を学び被爆者の願いを次世代に伝えます。
　 １１月１７日㈯午後２時～５時 産業商工会館（阿佐
谷南３崖２崖１９） ・ ドキュメンタリー映画「最後
の原爆」、ヒップホップダンス公演「MISA KID☆S」、
被爆者が語る講談「はだしのゲン」（講談師・神田照山）
 区内在住の方 １５０名（先着順） 無料 当日、直
接会場へ 杉並光友会（杉並区在住被爆者の会）・籾倉
緯３３９０崖８５５６
★エコアクション２１普及セミナー
　環境に対する取り組みが地球環境保全だけでなく、
取引きの条件として大きく寄与する状況の中、自治体
や企業の環境経営導入に役立つ情報を提供します。
　 １１月５日㈪午後１時３０分～５時（１時開場） セ
シオン杉並（梅里１崖２２崖３２） 環境経営に関心のあ
る事業者 １００名 ２０００円（資料代） ・ 電話、フ
ァクスまたはＥメール（８面記入例参照）で、エコア
クション２１地域事務局東京中央緯・胃３３９２崖５２３１死
ea21tokyo-chuo@image.ocn.ne.jpへ（先着順） 
車での来場はご遠慮ください
★省エネセミナー〜地球環境および住環境へ配慮した
６０歳からの家づくり
　 １１月１０日㈯午後２時～３時３０分 あんさんぶる
荻窪（荻窪５崖１５崖１３） ＮＰＯ法人省エネ建材・住
宅普及協議会常務理事・八谷亨 区内在住・在勤の方
 ６０名 無料 ファクスまたはＥメール（８面記入例
参照）で、ＮＰＯ法人省エネ建材・住宅普及協議会胃
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３３９１崖６７６５死hiroaki.mohri@nifty.comへ（先着順）
 同協議会緯・胃３３９１崖６７６５
★あなたの省エネを応援します
　地球の温暖化が進んでいます。次世代に住みやすい
環境を残すために、家庭の省エネに取り組みましょう。
　 １０月３０日㈫・３１日㈬午前１０時～午後４時 区役所
１階ロビー 省エネについての疑問・質問に対する専
門家の説明・アドバイスとパネル展示 無料 当日、
直接会場へ 杉並・地域エネルギー協議会・寺田緯３２２３
崖７３６７
★福田清人文庫の集い
　元立教女学院短期大学教授の福田清人さん（１９０４～
９５年）は、長崎県に生まれ、昭和１０年ごろから杉並区
に居住した作家で、数々の小説や児童文学、研究書を
著しています。江戸がたり家元の寿々方さんが、福田
清人作品「じゃがたらお春」ほかを朗読、その後、江
戸がたりの一部（今泉みね作「名ごりの夢」）も披露し、
その違いを楽しむことができます。
　 １１月３日㈷午後２時～４時（１時３０分から受付）
 立教女学院短期大学図書館３階閲覧室（久我山４崖
２９崖２３） ７０名（先着順） 無料 当日、直接会場へ
 立教女学院短期大学図書館緯３３３４崖７０２９
★マイカー点検教室
　受講者にはエンジンオイル交換券（４ℓまで。特殊
オイルは別料金）をさしあげます。
　 １１月１０日㈯午前１０時３０分～１１時３０分、午後１時３０
分～２時３０分 三井住友海上火災㈱杉並支社（阿佐谷
南３崖１崖３０） 法定点検、自分でできる日常点検、
自動車の上手な使い方など ㈳東京都自動車整備振興
会杉並支部会員 各回１５名（先着順） 無料 当日、直
接会場へ 杉並支部事務局緯３３３５崖２４５５ 車での来場
はご遠慮ください
★「所得税確定申告に関する改正税法」説明会
　 １１月２日㈮午後２時～３時３０分 産業商工会館
（阿佐谷南３崖２崖１９） 減価償却、定率減税の廃止、
所得税率の改正、住宅借入金等特別控除 杉並税務署
個人課税第一部門審理指導担当上席調査官・菅井和徳
 区内在住・在勤の方 １５０名 無料 ・ 電話、フ
ァクスまたはＥメール（８面記入例参照）で、１０月３１
日までに㈳杉並青色申告会・倉田緯３３９３崖２８３１胃３３９３
崖２８６４死info@aoiro.orgへ（先着順）
★シニアのための初めてのパソコン・デジカメ講座
　 ・ １１月２３日㈷・２５日㈰・２７日㈫・２９日㈭①午前
９時３０分～午後０時３０分＝超初心者向けパソコン入門
（基本操作、簡単な文章の作成など）②午後１時３０分
～４時３０分＝デジタルカメラ入門（基本操作、パソコ
ンへの取込など）／いずれも計４回 高齢者活動支援
センター（高井戸東３崖７崖５） ＩＴスクエア杉並
 区内在住で５５歳以上の方 各１５名（抽選） 各６０００
円（テキスト代含む） 往復ハガキ（８面記入例参照）
に希望する①②の講座名、以前落選した方は赤字で「落
選○回」と書いて、１１月１０日（必着）までにＩＴスク
エア杉並（〒１６８崖００６３和泉３崖１７崖１５）へ ＩＴスク
エア杉並☎０９０崖４７２２崖２５７４

問

時 場
内

費 申
問

時
場

定 費 申
問

時
場
内

師
定 費 申

問 他

時 場
内

師

対 定 費 申 問

時 内

場
師

対 定 費
申

問
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催し・講座など

◇地震保険料控除の創設
　従来の損害保険料控除に代
わり、地震などで生じた損失
を補う保険金または共済金が
支払われる損害保険契約等の
保険料を支払った場合、右表
２のとおり総所得金額等から
控除されます。なお、長期損
害保険料を支払った場合には
経過措置があります。
◇変動経過措置の創設（１９年
度分についての特別措置）
　「１９年度分課税所得金額（分
離課税所得金額を除く）」＞
「所得税と住民税の人的控除
額（右表１のとおり）の差額
（基礎控除の差額である５万
円を含む）」と同時に「２０年
度分課税所得金額（分離課税
所得金額を含む）」≦「所得
税と住民税の人的控除額の差
額（基礎控除の差額である５
万円を含む）」の方は、２０年７

月中に所定の申告書を提出す
ることにより、１９年度分住民
税（分離課税の所得割額を除
く）について、税源移譲により
増額となった金額が所得割額
から減額されます。なお、１９年
１月２日以降区に転入し、変
動経過措置に該当する方は、
１９年度分住民税が課税された
他の区市町村に所定の申告書
を提出する必要があります。
◇住宅借入金等特別税額控除
の創設
　税源移譲による１９年分以降
の所得税の税率変更で所得税
が減額となり、控除できる住
宅借入金等が減る場合におい
て、所得税から控除しきれな
かった金額が翌年度の住民税
の所得割額から控除されま
す。該当するのは、１１年から１８
年までに入居し、１９年分以降
の所得税において、住宅借入

金等特別税額控除の適用があ
る方です。区で該当する方は、
所定の申告書を該当年度の申
告期限である３月１５日までに
源泉徴収票とともに区課税課
に提出するか、または確定申
告書とともに管轄の税務署に
提出する必要があります（制
度は最長で２８年度分住民税ま
で適用）。
　 課税課問

〈表２　地震保険料控除〉

特別区民税・都民税
区　　分

控除額算出式支払った保険料＝Ａ

１／２Ａ５万円以下①地震などにより保険金等が支払われる
損害保険契約等に係る地震等損害部分の
保険料のみ支払った場合 ２万５０００円５万１円以上

全額５０００円以下②１８年１２月３１日までに締結した長期損害
保険契約等（保険の始期が１８年１２月３１日
以前）の損害保険料のみ支払った場合

１／２Ａ＋２５００円５００１円以上～１万５０００円以下
１万円１万５００１円以上

①で求めた金額と②で求めた金額との合計額（控
除限度額２万５０００円）①と②両方を支払った場合

〈表１　住民税と所得税の主な人的控除〉
差額所得税住民税控除の種類
５万円３８万円３３万円基礎控除
５万円３８万円３３万円配偶者控除
１０万円４８万円３８万円老人配偶者控除
５万円３８万円３３万円一般扶養控除
１８万円６３万円４５万円特定扶養控除
１０万円４８万円３８万円老人扶養控除
１３万円５８万円４５万円同居の老人扶養控除
１万円２７万円２６万円普通障害者控除
１０万円４０万円３０万円特別障害者控除
１万円２７万円２６万円寡婦（寡夫）控除
５万円３５万円３０万円特定の寡婦控除
１２万円３５万円２３万円同居の特別障害者加算

２０年度分以降に実施される
個人住民税（特別区民税・都民税）の改正

１０月１１日付広報５面「ほっとサロ
ンのびっぱ」の申し込み先は死at

suko.yoshida2004@ezweb.ne.jpの誤りでした。

訂正とおわ訂正とおわびび
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区直営施設教職員研修所「秋川荘」の利用案内
あきる野市五日市緯０４２‐５９６‐０６９３住所・電話番号
大人＝４４００円、子ども＝２７００円（１２月２９日～１月３日は大人＝５４００円、
子ども＝３７００円）料金１泊２食

１２月の利用申し込み（１２月２９日～１月３日の空室申し込みを含む）
研修使用日以外は、１１月１２日から使用日の原則３日前まで、電話また

は区役所内窓口で受け付けます（１２日は電話のみ）。予約の取れた方に
は使用承認書をお送りします。この承認書は忘れずに現地施設へお持
ちください。利用料金などは現地施設でお支払いください。

申し込み方法

１１月８日㈭、１２月１３日㈭休館日
近畿日本ツーリスト区役所内営業所緯３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０
分～午後５時。土・日曜日、祝日は除く）。問い合わせ先

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

〈年中無休 午前７時～午後１１時〉

緯♯８８００または緯３３７２‐８８００
胃３３７２‐８８１０

死call@8800.city.suginami.tokyo.jp

区役所へのお問い合わせ、粗大ご
みの申し込みにご利用ください。

使用期間の長い
家電製品を

使用している皆さんへ
使用期間の長い家電製品に

よる火災事故が発生していま
す。使用する時は、必ず点検
を実施しましょう。

経済産業省商務情報政策
局製品安全課緯３５０１崖４７０７ま
たは区消費者センター緯３３９８
崖３１４１

問

〈アスベスト調査費用の助成〉
区内にある次の建築物と付属施設
①居住用の戸建住宅または共同住宅
②事業用の建築物
③民間の保育・教育施設など

対 象
建築物

飛散の危険性のある吹付けアスベスト
の使用実態を判断するための次の調査
（スレート板、ビニル床タイルなど、成形
板の調査は対象外）①目視調査②成分分
析調査③空気環境測定調査

対象調査

補助金額＝調査経費合計額の
２分の１（１０００円未満切り捨て）

対象者・
補助金額

限度額対象建築物など対象者
１５万円居住用住宅所有者・居住者

３０万円

分譲共同住宅
（共用部分）

分譲共同住宅の
管理者

事業用建築物中小企業者
民間の保育・
教育施設など

右記施設の所有
者・経営者

（注）１．補助金の申請は、対象建築物について１回限り
です。２．対象建築物を賃貸で居住または使用して
いる方が調査を実施する時は、所有者の承諾が必
要です。
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、

非
常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、
災
害

時
や
救
急
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。

自
転
車
や
バ
イ
ク
は
路
上
に
放

置
せ
ず
、
駐
輪
場
や
外
出
先
・
自

宅
の
敷
地
内
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
思
わ
ぬ
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
駅
周
辺
以
外

で
も
、
路
上
や
公
共
の
場
所
に
放

置
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
の
「
放
置
」
と
は
、
駐

輪
時
間
の
長
短
や
利
用
目
的
に

か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
が
道
路

な
ど
の
公
共
の
場
所
に
置
い
て

自
転
車
か
ら
離
れ
、
す
ぐ
に
移

動
で
き
な
い
状
態
を
い
い
ま

す
。

◇
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域

自
転
車
が
大
量
に
集
ま
る
駅
周

辺
は「
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
」

に
指
定
し
て
お
り
、
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
随
時
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
自
転
車
返
還
の
際
は
、
撤

去
・
保
管
費
用
と
し
て
三
〇
〇
〇

円
が
必
要
で
す
。

◇
区
内
の
駅
前
放
置
自
転
車
は

一
日
約
三
〇
〇
〇
台
、
撤
去
台

数
は
年
間
約
六
万
五
〇
〇
〇
台

（

年
度
）に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

１８最
近
は
駅
周
辺
の
商
店
街
に
買

い
物
の
自
転
車
が
大
量
に
放
置
さ

れ
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
自
転
車
放
置
防
止
協
力
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
い

ま
す

緑
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、

駅
周
辺
で
放
置
自
転
車
へ
の
警
告

な
ど
、
放
置
防
止
啓
発
を
し
て
い

ま
す
。

◇
ゆ
と
り
を
持
ち
、
健
康
的
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

特
に
、
駅
ま
で
徒
歩
一
〇
分
以

内
の
方
は
、
健
康
の
た
め
に
も
で

き
る
だ
け
歩
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
自
転
車
の
盗
難
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
を
盗
ま
れ
た
ら

す
ぐ
に
お
近
く
の
交
番
か
、
警

察
署
に
盗
難
届
を
出
し
ま
し
ょ

う
。
撤
去
日
の
前
日
以
前
に
、

警
察
に
盗
難
届
が
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
場
合

は
、
撤
去
・
保
管
費
用
が
免
除

に
な
り
ま
す
。

交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係

問

飛散の危険性のある吹付けアスベストの調査
を実施する方に調査費用の一部を助成していま
す。調査を実施する前に申請してください。

下表のとおり 申請書などの必要書類を
２０年３月２１日までに（２０年３月３１日までに調査
完了報告書の提出が可能な調査に限る）、環境課
公害対策係（区役所西棟７階）へ持参（先着順）
同係 申請書などは環境課にあるほか、区ホ

ームページからも取り出せます

内 申

問 他

吹吹付けアスベスト調査費用吹付けアスベスト調査費用をを
助成していま助成していますす

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中

で
一
番
の
ラ
ー
メ
ン
好
き
と
言
え

ば
、
誰
も
が
「
小
池
さ
ん
」
を
思

だ
れ

い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。「
オ
バ
ケ
の

Ｑ
太
郎
」
で
、
本
筋
と
関
係
な
く

い
つ
も
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い

る
、
モ
ジ
ャ
モ
ジ
ャ
の
髪
と
メ
ガ

ネ
が
印
象
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

だ
。「
パ
ー
マ
ン
」「
忍
者
ハ
ッ
ト

リ
く
ん
」
に
も
よ
く
登
場
し
て
い

る
。実

は
「
小
池
さ
ん
」
に
は
モ
デ

ル
が
い
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

家
で
漫
画
家
、
そ
し
て
杉
並
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
館

長
で
も
あ
る
鈴
木
伸
一
さ
ん
だ
。

鈴
木
さ
ん
は
、
一
九
三
三
年
、

長
崎
県
生
ま
れ
。
お
父
さ
ん
の
仕

事
の
都
合
で
、
小
学
校
時
代
の
大

半
を
旧
満
州
で
過
ご
し
、
敗
戦
後

「
無
蓋
の
貨
物
列
車
で
収
容
所

む

が
い

に
、
そ
こ
か
ら
古
い
輸
送
船
で
博

多
ま
で
」
引
き
揚
げ
て
き
た
。
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
後
一
年
の
長
崎

は
、
建
物
が
な
く
て
野
原
の
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
下
関
市
に
転
居
。
小

さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、
フ
ク

こ
ろ

ち
ゃ
ん
や
の
ら
く
ろ
な
ど
を
よ
く

描
い
て
い
た
と
い
う
鈴
木
さ
ん

は
、
学
校
を
卒
業
後
、
印
刷
工
場

の
職
に
つ
き
な
が
ら
も
、
漫
画
家

の
登
竜
門
だ
っ
た
雑
誌
「
漫
画
少

年
」
へ
の
投
稿
を
続
け
て
い
た
。

や
が
て
、
つ
て
を
た
ど
っ
て
上

京
。
訪
ね
て
い
っ
た「
漫
画
少
年
」

編
集
部
で
、
漫
画
家
の
寺
田
ヒ
ロ

オ
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
る

よ
う
勧
め
ら
れ
た
。
寺
田
さ
ん
が

当
時
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
―
―

そ
れ
が
ト
キ
ワ
荘
だ
っ
た
。

ト
キ
ワ
荘
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ

マ
に
も
な
っ
た
藤
子
不
二
雄
碓Ａ
さ

ん
の
「
ま
ん
が
道
」
を
は
じ
め
と

し
て
、
書
籍
、
ア
ニ
メ
、
映
画
な

ど
、
あ
ち
こ
ち
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
と
思
う
。

手
塚
治
虫
さ
ん
、
寺
田
ヒ
ロ
オ

さ
ん
、
藤
子
不
二
雄
さ
ん
、
石
森

章
太
郎
さ
ん
、赤
塚
不
二
夫
さ
ん
、

水
野
英
子
さ
ん
…
…
。
当
時
若
手

だ
っ
た
漫
画
家
た
ち
が
寄
り
集
ま

っ
て
住
ん
で
い
た
、
今
で
は
伝
説

的
に
語
ら
れ
て
い
る
ア
パ
ー
ト

だ
。

「
最
初
に
行
っ
た
時
に
、
藤
子
不

二
雄
○Ａ
が
い
て
、
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
お
互
い
『
漫
画
少
年
』

に
投
稿
し
て
い
て
、
名
前
だ
け
は

知
っ
て
い
た
ん
で
す
」。

少
し
し
て
部
屋
が
空
い
た
の

で
、
鈴
木
さ
ん
も
晴
れ
て
ト
キ
ワ

荘
の
住
人
と
な
っ
た
。

「
地
方
出
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

住
ん
で
い
る
の
で
、
心
強
い
し
寂

し
く
も
な
い
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た

で
す
。
当
時
は
後
に
『
伝
説
』
に

な
る
な
ん
て
、
夢
に
も
思
わ
な
か

っ
た
（
笑
）。

よ
く
今
の
若
い
人
た
ち
か
ら
、

『
ト
キ
ワ
荘
が
う
ら
や
ま
し
い
』

と
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
自
分
さ

え
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
そ
の
人
に

と
っ
て
の
ト
キ
ワ
荘
み
た
い
な
場

は
ど
こ
で
も
作
れ
る
と
思
う
ん
で

す
よ
」。

鈴
木
さ
ん
が
「
小
池
さ
ん
」
と

し
て
「
オ
バ
Ｑ
」
に
登
場
し
た
の

は
、
こ
の
ト
キ
ワ
荘
で
の
縁
あ
っ

て
こ
そ
な
の
だ
。
も
っ
と
も
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
よ
く
食

べ
て
い
た
の
は
、「
オ
バ
Ｑ
」
が
連

載
さ
れ
て
い
た
頃
で
、「
ト
キ
ワ
荘

時
代
に
は
ま
だ
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
は
な
く
て
、
パ
ン
ば
か
り

食
べ
て
い
ま
し
た
（
笑
）」。

ト
キ
ワ
荘
で
漫
画
の
道
を
歩
い

て
い
た
鈴
木
さ
ん
だ
が
、
や
が
て

大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。「
フ
ク
ち

ゃ
ん
」
の
作
者
の
横
山
隆
一
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
ア
ニ
メ
の
仕
事
を
し

て
み
な
い
か
と
い
う
話
が
来
た
の

だ
…
…
。

続
き
は
次
号
で
す
。

困困
り
ま
す

困
り
ま
す
！！

自
転
車
置
き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ

自
転
車
置
き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ
りり

月

日
㈪
～

日
㈬
は

１０

２２

３１

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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人口と世帯
住
民
登
録

人口／５２万３４８５人 （５５減）
　男　／２５万２７６４人 （１５減）
　女　／２７万０７２１人 （４０減）
世帯／２８万８４２２　 （１５減）

外
国
人
登
録

人口／１万０９６６人 （５３増）
　男　／　　５２９２人 （２０増）
　女　／　　５６７４人 （３３増）
世帯／　　９０２５　 （６５増）

１９年１０月１日現在、（　）は前月比

総人口／５３万４４５１人（２減）

懇
談
会
設
置
と
議
論
の
経
過

　

区
は
、
基
本
計
画
・
実
施
計
画
で
あ
る
「
す

ぎ
な
み
五
つ
星
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
と
し
て
「
人
が
育
ち　

人
が 
活 
き
る

い

杉
並
区
」を
掲
げ
、「
地
域
ぐ
る
み
で
教
育
立
区
」

を
柱
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、「 
未  
来 
を

あ 

す

 
拓 
く
人
を
育
て
る
教
育
を
進
め
る
」
こ
と
、「
自

ひ
ら分

た
ち
で
自
分
の
ま
ち
を
つ
く
る
人
々
の
力
を

育
成
す
る
」
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

們
教
育
に
支
援
を
惜
し
ま
な
い

　
　
　
　
　

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

年　

月
に
「
杉
並
区
教
育
基
本
条
例
等
に
関
す
る
懇
談
会
」（
委
員
＝
一
三
名

１８

１０

／
会
長
＝
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
政
策
・
評
価
研
究
部
長
・
小
松
郁
夫
）

を
設
置
し
、
教
育
に
支
援
を
惜
し
ま
な
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
教

育
基
本
条
例
等
の
制
定
に
向
け
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
結

果
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。今
後
、こ
の
提
言
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、教
育
基
本
条
例
等
の
制
定
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
へ
。

◆１１月の各種健康相談 ◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
緯３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
緯３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

緯３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

緯３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
緯３３９１‐００１５

８・２２日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

９・１６日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１９日
午前９時３０分～１０時３０分

２８日
午前９時～１０時

２２日
午前９時３０分～１０時１５分

２日
午後１時１５分～３時

１日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

１１月はありません１・８・２２日２・９・１６・３０日７・１４・２１・２８日７・１４・２１・２８日母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ。
荻窪保健センターは、電
話予約制で先着２５名

いずれも、午後１時３０分～４時（ただし、荻窪保健センターの１４日は午後１時～、２１日は午後１時１５分～、２８日
は午前９時３０分～、高井戸保健センターの１４日は午後１時～、２８日は午前９時３０分～、高円寺保健センターの９
日は午後１時～、３０日は午前９時３０分～、上井草保健センターの８日は午後１時～）

１１月はありません１５日１６日２１日２１日
午後１時１５分～４時

パパ・ママ学級…事前申
込制 午後１時３０分～４時

１５日
午後１時３０分～３時

１３日
午前１０時３０分～正午

３０日
午後１時３０分～３時３０分

１５日
午前１０時３０分～正午

２８日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３・２０日の午前
１２日の午後

８・２８日の午前
１４日の午後

６・２０日の午前
１・１５日の午後

５・１９日の午前
２・１６日の午後

９・１６日の午前
８・２２日の午後乳幼児歯科相談（無料）

…電話予約
いずれも、午前は９時～１０時３０分、午後は１時１５分～２時３０分

１０日㈯午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３崖３４崖３）　問い合わせは、緯３３９３崖０３９１へ歯の健康相談（無料）

１５日
午後１時３０分～

１日
午後１時３０分～

１６・３０日
午後１時３０分～

１・１３日
午前９時３０分～

７日
午後１時３０分～

ものわすれ相談（無料）
…電話予約

１日午後１時３０分～１４日午後２時～２・２２日午後１時３０分～９・３０日午後１時３０分～１６・２６日午後１時３０分～心の健康相談（無料）
…電話予約 うつ・ひきこもり・精神疾患・思春期問題・依存症の保健相談も行います
（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所東棟１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは当月の１日（土・日曜日、祝日の場合は最初の平日）からです。（先着３０名）
　　３．高円寺保健センターは、１０月２６日㈮から出入口の改修工事を行います。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

【条例の制定目的】
　区における教育（いわば「人づくり」）におい
て、大切にしたい考え方や、家庭や地域、区役
所などの行政機関、学校などの教育機関の役割
などを明らかにすることによって、教育に支援
を惜しまない地域づくりを進めることを目的に
制定するものです。

【大切にしたい考え方】

◇人として育てる〜自己を確立し未来を切り拓く
　人が生涯を通じて健全に成長していくうえで
欠かせない、個を確立するための「自立心」と、
社会の一員として必要な「公共心」とを、バラ
ンスよくしっかりと伸ばすため、徳性・知性・
体力を磨き、「生きる力」を育むことが大切です。

◇家庭で育てる〜家庭は教育の原点
　家庭が、人として生きる基礎となる資質や能
力を育てる場となるように、その役割をしっか
りと果たすことが大切です。

◇みんなで育ち育てられる〜子どもは地域の宝
　子どもたちをみんなの宝として、大人たち全

員の目と手と心で、あたたかい愛情を注ぎ、大
人としての範を示しながら、みんなで育ててい
かなければなりません。
　同じ地域で共に暮らす仲間として、互いに育
ち、育てられる「 共  育 」の関係を、地域のあち

きょう いく

らこちらに作っていくことが大切です。

【各主体ごとの役割と責務】

◇家庭〜それぞれの家庭で人づくりにあたる
　子どもに対する教育は、第一義的に親の責任
であることを明らかにし、各家庭で、子どもと
の接触の機会をできるだけ多くもち、乳幼児期
からの心の教育やしつけの充実、成長過程に応
じた教育を行うよう努めることとします。

◇地域〜地域で育てていく
　区民（在住者をはじめ、在勤・在学など幅広
い人たち、ＮＰＯ、企業などの団体も含めます）
は、地域における教育の大切さを理解し、その
取組みに可能な限り参画し、地域ぐるみで教育
を進めるよう努めることとします。

◇行政・教育機関〜すべての分野に教育という観点を
　区は、家庭や地域での教育活動が地域づくり

の礎になるという考えのもとに、福祉やまちづ
くりなどすべての分野において、教育という観
点をもって施策を進めるよう、努めることとし
ます。
　学校をはじめとする教育機関は、それぞれが
もつ自主性を尊重されながらも、前文に掲げる
「人づくり」の基本的考えを念頭に、区の取組
みと連携して、教育を実施することとします。

【人づくりに関する行政の基本】

◇区における「人づくり」行政の基本となる取
組み

①中長期目標と行動計画の策定
②施策の評価と効果検証
③区民への理解浸透、
意識啓発

④家庭教育の支援
⑤地域での教育活動の
支援

⑥就学前教育の充実
⑦学校教育の充実
⑧郷土愛を育む施策の
充実

⑨行政機関相互の連携

◇
規
定
形
式

　
「
条
例
」、「
憲
章
」、「
宣
言
」

の
特
徴
や
長
所
・
課
題
な
ど
に

つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、

「
行
政
機
関
な
ど
に
対
し
、
拘

束
力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」
こ
と
や
、「
行
政
の
施
策
や

取
組
み
に
つ
い
て
、
区
民
が
評

価
で
き
る
規
定
を
盛
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
」
な
ど
の
「
条
例
」

の
長
所
を
重
視
し
、「
形
式
に
つ

い
て
は
条
例
に
す
べ
き
」
と
し

て
い
ま
す
。

◇
条
例
の
構
成

　

条
例
に
前
文
を
付
し
、
そ
こ

に
区
が
目
指
す
「
教
育
立
区
」

を
支
え
る
基
本
と
な
る
考
え
を

表
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の

考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
条
例
の
前
文

　

前
文
に
は
、「
人
が
育
ち 
人

が
活
き
る
杉
並
区
」
を 
標  
榜 
す

ひ
ょ
う 
ぼ
う

る
区
と
し
て
の
「
人
づ
く
り
」

の
基
本
的
考
え
を
記
述
す
る
こ

と
が
適
当
と
し
、
次
の
三
点
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
」
を
大
切
に
す
る

②「
人
間
性
を
発
揮
す
る
こ
と
」

を
大
切
に
す
る

③「
社
会
性
を
発
揮
す
る
こ
と
」

を
大
切
に
す
る

◇
条
例
の
本
文 

　

条
例
の
制
定
目
的
や
、
大
切

に
し
た
い
考
え
方
を
明
ら
か
に

し
、
教
育
立
区
の
実
現
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
を
表
す
も

の
と
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
家
庭
や
地
域
、
行

政
と
い
っ
た
各
主
体
ご
と
の
役

割
と
責
務
、
人
づ
く
り
に
関
す

る
行
政
の
基
本
と
な
る
、
中
長

期
目
標
と
行
動
計
画
づ
く
り
、

事
後
評
価
や
検
証
の
仕
組
み
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
、
こ
の
条
例
に
は
ふ
さ
わ
し

い
と
し
て
い
ま
す
（
本
文
の
詳

細
は
下
記
）。

「杉並区教育基本条例等に関する懇談会」の提「杉並区教育基本条例等に関する懇談会」の提言言

示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
杉
並
の
教
育
を
地
域

ぐ
る
み
で
進
め
る
た
め
の 
拠 
り
ど
こ
ろ
と
な
る

よ

教
育
基
本
条
例
等
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
懇
談
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
区
の
教
育
の
基
本
的
理
念
を

明
確
に
し
、「
教
育
基
本
条
例
等
に
何
を
重
点
的

に
盛
り
込
む
の
か
」、「
ど
の
よ
う
な
基
本
条
例
、

憲
章
、
宣
言
等
に
す
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
課

題
に
対
し
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
を
提
言
と
し

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

「
教
育
基
本
条
例
等
に

　
　
　
　
　

関
す
る
提
言
」の
概
要

提
言
の
全
文
は
、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
図
書
館

の
ほ
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

条
例
本
文
の
概
要




